
生徒にはそれぞれ癖があるので、個性を活かした教
え方をしたいと思っています。一生懸命やってくれ
るので、その想いに応えて、ものづくりの楽しさを伝
えたいですね。民間企業ならではの実践的なことな
どを教えられると思っています。
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この印刷物は、
輸送マイレージ低減によるCO2削減や
地産地消に着目し、国産米ぬか油を使用した
新しい環境配慮型インキ「ライスインキ」で印刷し、
印刷用の紙へリサイクルできます。

P-Z10064
この印刷製品は、環境に配慮した
資材と工場で製造されています。 本冊子は10,000部作成し1部あたりの印刷単価は68円です。

発行＝宮城県（産業人材対策課）
編集＝ハリウ コミュニケーションズ株式会社

ものづくりマイスターとは…

「先生の背中を見て、
 ものづくりの基本を一から学びました。」

次世代に「技のバトン」！
21世紀型の人材育成に

「ものづくりマイスター制度」の活用
若者のものづくり離れ、技術離れが見られる中、技能労働者の地位
の向上を図り、若者が進んで技能者を目指す環境を整備するために、
高度な技能・技術を持つ「ものづくりマイスター」を派遣する制度。
企業・業界団体、教育現場の声を採り入れながら、広く若年技能者
への技能・技術指導を行います。

ものづくりマイスターは高度な技能・技術を有し、その維持・継承や人
材育成等の活動ができる熟練技能者で厚生労働省が認定しています。

■派遣対象

■指導分野
■指導期間

■指導内容

■費用等

■申込み

宮城県内の中小企業（製造業、建設業）
教育訓練機関（工業高校、職業訓練校等）

製造、建設職種など112分野に対応

●中小企業：1人年間最大20回まで
●教育訓練機関：1人年間最大10回まで
1回の指導時間は3時間までとなります。

技能競技大会の課題または技能検定の実技
課題等を活用した実技指導

ものづくりマイスターに対する謝金、旅費、
材料費［上限 2,160 円／人（税込）］は宮城
県技能振興コーナーが負担します。

随時（当コーナーまでご相談ください）

宮城県石巻工業高等学校
建築部（機械制御科 3年）

佐藤涼さん
実技指導概要
日　程／10日間
場　所／高校内の実習場
受講者／８名
内　容／ものづくりコンテストに向けた実技指導
指導者／ものづくりマイスター（建築大工）1名

宮城県技能振興コーナー（宮城県職業能力開発協会内）
〒981-0916　仙台市青葉区青葉町16番1号
Tel 022-727-5380   Fax 022-727-5381

厚生労働省委託　若年技能者人材育成支援等事業 広告事業主・教育機関等の皆様へ

たくさんの受講者の喜びの声が届いています。

建築大工職種

マイスターの方に、運棒の仕方か
ら、クレーターの処理、アーク長
にいたるまで、技術を丁寧に教え
ていただくと同時に、溶接の世界
の幅広さを教えてもらい、もっと
溶接を極めたいと思えるようにな
りました。癖がなかなか直らず、
大会でも出てしまったのが残念で
すが、課題を通して様々なノウハウを学ぶことができ、大会でも上位
の成績を収めることができました。今後は、教えていただいた技術を
後輩に伝えて行きたいと思います。

「溶接の深さと魅力を学び、
 極めたいと思うことができました。」

宮城県工業高等学校
機械科 3年
山田敦也さん

実技指導概要
日　程／3日間
場　所／高校内の実習場
受講者／7名
内　容／溶接競技大会に向けた実技指導
指導者／ものづくりマイスター（電気溶接）1名

電気溶接職種

お問い合わせ・申込みは

学び
の環境

づくりから未来の人材育成へ

ものづくりの基礎を身体で学んでもらおうと、道具
の手入れからきっちり教えました。競技会では「上
には上がいる」ということを知ってもらいたいです
ね。「自分の努力がまだまだ足りない」と知ることが、
将来の仕事においても役立つと思います。

建築部の活動の一環として取り組
んだものづくりコンテストに向け、
のこぎり、墨付け、かんな、作業手
順、道具整理まで、すべて教えて
いただいて感謝しています。松浦
先生は昔ながらの人で、「オレの背
中を見て覚えろ」という教え方で
した。動きにムダがないですし、ス
ピード・精度とも別次元でしたが、なんとか真似したいと頑張りました。も
のづくりの３要素「図面を起こす」「測定する」「加工する」の基礎を教えて
いただいたので、専門の機械科でも活かしていければと思っています。

ものづくり産業広報誌
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株式会社アップルファーム

渡部 哲也さん

株式会社永勘染工場 

永野 仁輝さん

ものづくりにかける4人

わたしのホンネ

わたしの新人時代

仙台高等専門学校のみなさん

あすを拓く

特集

松浦建業　松浦敏昭先生マイスターの声 マイスターの声 東北発電工業株式会社　利府製作工場 副工場長   遠藤保夫先生
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発
展
し
続
け
る

日
本
の
電
機
・
電
子
産
業

　
食
品
製
造
業
・
家
具
製
造
業
・
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製

品
製
造
業
な
ど
非
常
に
多
く
の
種
類
が
存
在
し
て
い

る
製
造
業
は
、総
務
省
に
よ
っ
て
告
示
さ
れ
た「
日
本
標

準
産
業
分
類
」

　
の
大
分
類
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、そ
の
中
で

さ
ら
に
細
分
化
さ
れ
て
い
ま
す
。I
T
革
命
の
影
響
に
よ
っ
て

電
気
機
械
器
具
製
造
業
の
割
合
が
増
加
し
、2
0
0
2
年
の
改
訂
で

は
電
子
部
品
・
デ
バ
イ
ス
・
電
子
回
路
製
造
業
／
電
気
機
械
器
具
製
造

業
／
情
報
通
信
機
械
器
具
製
造
業
に
枝
分
か
れ
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
対
し
宮
城
県
で
は
電
子
部
品
・
デ
バ
イ
ス
・
電
子

回
路
製
造
業
／
電
気
機
械
器
具
製
造
業
／
情
報
通
信
機

械
器
具
製
造
業
な
ど
を
特
に
「
高
度
電
子
機
械
産
業
」

と
し
、県
内
の
技
術
高
度
化
と
経
営
革
新
を
は
か
り
、

高
度
電
子
機
械
市
場
に
お
け
る
取
引
の
創
出
を
は

か
っ
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
「
み
や
ぎ
高
度
電

子
機
械
産
業
振
興
協
議
会
」

　
を
設
置
し
ま
し
た
。
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24
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で
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彩
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高
度
電
子
業
界
っ
て
、

ど
ん
な
仕
事
が
あ
る
ん
だ
ろ
う
？

高
度
電
子
業
界
に
は

役
立
つ
資
格
が
た
く
さ
ん

　
高
度
電
子
業
界
は
、
そ
の
幅
広
さ
に
あ
わ
せ
て
活
躍
で
き
る
職

場
も
、
そ
こ
で
必
要
と
な
る
資
格
も
変
わ
っ
て
き
ま
す
。
危
険
物

や
電
気
を
扱
う
上
で
必
要
に
な
っ
て
く
る
資
格
の
ほ
か
、
C
A
D

や
機
械
設
計
の
よ
う
な
技
術
者
向
け
の
資
格
も
充
実
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
日
本
で
唯
一
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
国
家
資
格
で
あ
る
「
技

術
士
」
は
、
科
学
技
術
に
関
す
る
高
度
な
応
用
力
の
証
明
と
な
る

た
め
、
高
度
電
子
関
連
の
企
業
に
就
職
す
る
際
に
高
く
評
価
さ
れ

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

宮
城
の
高
度
電
子
業
界
を
支
え
る

「
み
や
ぎ
高
度
電
子
機
械
産
業
振
興
協
議
会
」

　
革
新
材
料
や
超
精
密
加
工
、
高
度
な
技
術
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
内
包

し
た
高
度
電
子
機
械
産
業
は
、
地
球
に
も
人
間
に
も
や
さ
し
い
技

術
、
安
全
で
安
心
で
き
る
社
会
に
向
け
た
医
療
福
祉
や
社
会
イ
ン

フ
ラ
へ
の
取
り
組
み
を
支
え
る
も
の
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
宮
城
県
は
電
機
・
電
子
関
係
、
特
に
情
報
通
信
関
連
機
器
や

産
業
用
機
械
装
置
を
出
口
と
し
た
「
小
型
精
密
部
品
・
加
工
」
に

関
連
す
る
企
業
集
積
・
技
術
集
積
が
高
く
、
近
年
は
特
に
大
手

自
動
車
メ
ー
カ
ー
や
半
導
体
製
造
装
置
メ
ー
カ
ー
、
電
子
部
品

デ
バ
イ
ス
メ
ー
カ
ー
な
ど
の
立
地
が
相
次
い
で
い
ま
す
。
ま
た
、

東
北
大
学
を
は
じ
め
と
す
る
研
究
機
関
を
知
的
源
流
と
す
る
、

産
学
連
携
か
ら
生
ま
れ
た
学
術
的
・
産
業
的
新
技
術
に
富
ん
だ

地
域
で
も
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
背
景
を
受
け
、
産
業
界
・
学
術
研
究
機
関
・
金
融

機
関
・
産
業
支
援
機
関
及
び
行
政
等
が
一
体
と
な
っ
た
「
み
や
ぎ

高
度
電
子
機
械
産
業
振
興
協
議
会
」
は
、
半
導
体
、エ
ネ
ル
ギ
ー
、

医
療
・
健
康
機
器
、
航
空
機
な
ど
の
高
成
長
・
高
付
加
価
値
市
場

へ
の
参
入
を
目
指
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
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高度電子業界

鋳造・ダイカスト
鍛造・プレス
材料
機械加工
樹脂加工・樹脂成形
工具刃具
表面処理・表面加工・熱処理
電子部品・実装
金型・冶工具
装置・自動機
研究・開発
ソフトウェア・システム
その他

「みやぎ高度電子
機械産業振興協議会」

会員企業の業種

電気機械器具
製造業

情報通信機械器具
製造業

技術士
国家資格。科学技術に関する高等の専門的応用能力
を必要とする事項についての計画・研究・設計・分析・
試験・評価またはこれらに関する指導の業務を行う。

技術士補
国家資格。将来技術士となる人材の育成を目的とす
るもので、技術士を補佐する技術業務を行うことが
できる。

危険物取扱者
国家資格。消防法に規定されている火災の危険性
が高い「危険物」を取り扱うことができる。

電気通信主任技術者
国家資格。事業用電気通信設備の工事、維持、運
用に関する事項を監督させるため、電気通信事業者
によって選任される際、必要となる。

・発電用・送電用・配電用電気機械器具製造業
・産業用電気機械器具製造業
・民生用電気機械器具製造業
・電球・電機照明器具製造業
・ 電池製造業
・ 電子応用装置製造業
・ 電機計測器製造業
・その他の電気機械器具製造業

・通信機械器具・同関連機械器具製造業
・映像・音響機械器具製造業
・電子計算機・同附属装置製造業

機械設計技術者
日本機械設計工業会。科学技術の急速な進展、そ
れに伴う製品の多様化・高度化がもたらす製品自体
の安全性や環境保全などの新たな問題に対し設計
が果たすべき役割に対応し、能力の向上を図る。

情報処理技術者試験（レベル1～4）
国家試験。情報システムを構築・運用する「技術者」
から情報システムを利用する「利用者」まで、IT に
関係する全ての人に活用される試験。

エネルギー管理士
国家資格。規定量以上のエネルギーを使用する工
場（第 1 種エネルギー管理指定工場）において、エ
ネルギーを消費する設備の維持、エネルギー使用の
方法の改善・監視などの業務を管理する。

けん   と

りゅう  じ

かず  き

はる　な

まさ　  き

てつ　　や

※1

※2

電子部品・デバイス・
電子回路製造業

・ 電子デバイス製造業
・ 電子部品製造業
・ 記録メディア製造業
・ 電子回路製造業
・ ユニット部品製造業
・その他の電子部品・デバイス・  
  電子回路製造業
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株式会社アップルファーム
あすを拓く  17

仙台高等専門学校の皆さん
わたしのホンネ 19

NEWS BOX21

高
度
電
子
業
界
っ
て
、

ど
ん
な
仕
事
が
あ
る
ん
だ
ろ
う
？

高
度
電
子
業
界
に
は

役
立
つ
資
格
が
た
く
さ
ん

　
高
度
電
子
業
界
は
、
そ
の
幅
広
さ
に
あ
わ
せ
て
活
躍
で
き
る
職

場
も
、
そ
こ
で
必
要
と
な
る
資
格
も
変
わ
っ
て
き
ま
す
。
危
険
物

や
電
気
を
扱
う
上
で
必
要
に
な
っ
て
く
る
資
格
の
ほ
か
、
C
A
D

や
機
械
設
計
の
よ
う
な
技
術
者
向
け
の
資
格
も
充
実
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
日
本
で
唯
一
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
国
家
資
格
で
あ
る
「
技

術
士
」
は
、
科
学
技
術
に
関
す
る
高
度
な
応
用
力
の
証
明
と
な
る

た
め
、
高
度
電
子
関
連
の
企
業
に
就
職
す
る
際
に
高
く
評
価
さ
れ

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

宮
城
の
高
度
電
子
業
界
を
支
え
る

「
み
や
ぎ
高
度
電
子
機
械
産
業
振
興
協
議
会
」

　
革
新
材
料
や
超
精
密
加
工
、
高
度
な
技
術
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
内
包

し
た
高
度
電
子
機
械
産
業
は
、
地
球
に
も
人
間
に
も
や
さ
し
い
技

術
、
安
全
で
安
心
で
き
る
社
会
に
向
け
た
医
療
福
祉
や
社
会
イ
ン

フ
ラ
へ
の
取
り
組
み
を
支
え
る
も
の
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
宮
城
県
は
電
機
・
電
子
関
係
、
特
に
情
報
通
信
関
連
機
器
や

産
業
用
機
械
装
置
を
出
口
と
し
た
「
小
型
精
密
部
品
・
加
工
」
に

関
連
す
る
企
業
集
積
・
技
術
集
積
が
高
く
、
近
年
は
特
に
大
手

自
動
車
メ
ー
カ
ー
や
半
導
体
製
造
装
置
メ
ー
カ
ー
、
電
子
部
品

デ
バ
イ
ス
メ
ー
カ
ー
な
ど
の
立
地
が
相
次
い
で
い
ま
す
。
ま
た
、

東
北
大
学
を
は
じ
め
と
す
る
研
究
機
関
を
知
的
源
流
と
す
る
、

産
学
連
携
か
ら
生
ま
れ
た
学
術
的
・
産
業
的
新
技
術
に
富
ん
だ

地
域
で
も
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
背
景
を
受
け
、
産
業
界
・
学
術
研
究
機
関
・
金
融

機
関
・
産
業
支
援
機
関
及
び
行
政
等
が
一
体
と
な
っ
た
「
み
や
ぎ

高
度
電
子
機
械
産
業
振
興
協
議
会
」
は
、
半
導
体
、エ
ネ
ル
ギ
ー
、

医
療
・
健
康
機
器
、
航
空
機
な
ど
の
高
成
長
・
高
付
加
価
値
市
場

へ
の
参
入
を
目
指
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

ものづくり産業広報誌

02Vol.
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高度電子業界

鋳造・ダイカスト
鍛造・プレス
材料
機械加工
樹脂加工・樹脂成形
工具刃具
表面処理・表面加工・熱処理
電子部品・実装
金型・冶工具
装置・自動機
研究・開発
ソフトウェア・システム
その他

「みやぎ高度電子
機械産業振興協議会」

会員企業の業種

電気機械器具
製造業

情報通信機械器具
製造業

技術士
国家資格。科学技術に関する高等の専門的応用能力
を必要とする事項についての計画・研究・設計・分析・
試験・評価またはこれらに関する指導の業務を行う。

技術士補
国家資格。将来技術士となる人材の育成を目的とす
るもので、技術士を補佐する技術業務を行うことが
できる。

危険物取扱者
国家資格。消防法に規定されている火災の危険性
が高い「危険物」を取り扱うことができる。

電気通信主任技術者
国家資格。事業用電気通信設備の工事、維持、運
用に関する事項を監督させるため、電気通信事業者
によって選任される際、必要となる。

・発電用・送電用・配電用電気機械器具製造業
・産業用電気機械器具製造業
・民生用電気機械器具製造業
・電球・電機照明器具製造業
・ 電池製造業
・ 電子応用装置製造業
・ 電機計測器製造業
・その他の電気機械器具製造業

・通信機械器具・同関連機械器具製造業
・映像・音響機械器具製造業
・電子計算機・同附属装置製造業

機械設計技術者
日本機械設計工業会。科学技術の急速な進展、そ
れに伴う製品の多様化・高度化がもたらす製品自体
の安全性や環境保全などの新たな問題に対し設計
が果たすべき役割に対応し、能力の向上を図る。

情報処理技術者試験（レベル1～4）
国家試験。情報システムを構築・運用する「技術者」
から情報システムを利用する「利用者」まで、IT に
関係する全ての人に活用される試験。

エネルギー管理士
国家資格。規定量以上のエネルギーを使用する工
場（第 1 種エネルギー管理指定工場）において、エ
ネルギーを消費する設備の維持、エネルギー使用の
方法の改善・監視などの業務を管理する。

けん   と

りゅう  じ

かず  き

はる　な

まさ　  き

てつ　　や

※1

※2

電気機械器具

・発電用・送電用・配電用電気機械器具製造業
・産業用電気機械器具製造業

電子部品・デバイス・
電子回路製造業

・ 電子デバイス製造業
・ 電子部品製造業
・ 記録メディア製造業
・ 電子回路製造業
・ ユニット部品製造業
・その他の電子部品・デバイス・  
  電子回路製造業
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図
り
な
が
ら
実
施
。
優
れ
た
製
品
づ
く
り
、
満
足

度
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
に
役
立
て
、
各
方
面
で
高
い

評
価
を
獲
得
し
て
い
る
。

　
半
導
体
製
造
装
置
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
サ
プ

ラ
イ
ヤ
ー
と
し
て
重
要
な
役
割
を
担
う
の
が
、

2
0
1
0
年
に
設
立
さ
れ
た
東
京
エ
レ
ク
ト
ロ

ン
宮
城
だ
。
こ
こ
で
は
プ
ラ
ズ
マ
エ
ッ
チ
ン
グ
装

置
分
野
に
お
け
る
優
れ
た
技
術
力
を
武
器
に
、
意

欲
的
な
技
術
革
新
に
挑
み
な
が
ら
、
国
内
外
の

マ
ー
ケ
ッ
ト
に
装
置
を
提
供
。
最
先
端
技
術
の
発

信
拠
点
と
し
て
、
世
界
中
か
ら
注
目
を
集
め
て
い

る
。

　
仙
台
市
中
心
部
か
ら
車
で
約
30
分
、
豊
か
な
自

然
環
境
に
恵
ま
れ
た
29 

ha
の
広
大
な
敷
地
内
に
東

京
エ
レ
ク
ト
ロ
ン
宮
城
の
本
社
が
あ
る
。
事
務
棟

を
含
め
3
棟
の
総
床
面
積
は
7
万
㎡
。
1
0
0
0

人
以
上
の
従
業
員
が
半
導
体
製
造
装
置
の
研
究
開

発
と
製
造
に
従
事
し
て
い
る
。

　
同
社
は
装
置
本
体
の
搬
送
系
ユ
ニ
ッ
ト
部
な
ど

ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
の
開
発
・
設
計
を
行
う
「
機
械
設

計
」、
装
置
内
の
制
御
機
器
間
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ

ス
を
決
定
し
た
り
基
板
や
フ
ァ
ー
ム
ウ
ェ
ア
1※

な

ど
を
開
発
・
設
計
す
る
「
電
気
・
電
子
回
路
設
計
」、

装
置
内
の
材
料
搬
送
ア
ー
ム
の
動
き
や
ガ
ス
流
量

な
ど
を
制
御
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
発
す
る
「
制

御
系
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
開
発
」、
お
客
様
が
要
望
す

る
形
状
に
ウ
ェ
ー
ハ
を
エ
ッ
チ
ン
グ
す
る
た
め
の

最
適
な
プ
ロ
セ
ス
条
件
を
開
発
す
る
「
プ
ロ
セ
ス

実験室でプラズマエッチング装置を操
作する佐藤さん
プラズマエッチング装置の開発・製造
を主とする東北エリアの重要拠点、東
京エレクトロン宮城
東京エレクトロングループの総売上は
6,121億円（2014 年度実績）。半導体
製造装置メーカーとして世界第 3位に
ランキングされる
落ち着いた環境の中、エンジニア達が
いきいきと働いている
機械設計、電気・電子回路設計、制御
系ソフトウェア開発、プロセス開発が
各 連々携し合い、高品質の製品が開発・
製造される

2

4

3

5

2

1

3

4

5

東京エレクトロン宮城が開発から製造まで行う
最先端のプラズマエッチング装置

半導体の材料となるシリコンウェーハ※上に
描かれた回路パターンに沿って、回路を形
成していく製造工程で使われる装置。プラ
ズマ状態となったエッチングガスがシリコン
ウェーハ上に形成された酸化膜などの薄膜
を削り取ることにより回路が形成される。東
京エレクトロン宮城のエッチング装置は、
高いパフォーマンスなどが国内外より高く評
価されている。
※ケイ素の地金（インゴット）を厚さ1mm程度に切断したもの

所 在 地

代表取締役社長
設 立
従 業 員 数
事 業 領 域

企 業 理 念

企業情報

東京エレクトロン宮城株式会社

／黒川郡大和町テクノヒルズ 1 番
　　　0120-77-0074（人事部採用担当直通）
　Tel  022-346-3012
　Fax 022-346-3010
　http://www.tel.co.jp/tml/
／伊藤 博道
／ 2010 年 7 月
／1,236 名（2014 年 8 月現在）
／半導体製造装置（プラズマエッチング装置）の

開発・設計・製造
／最先端の技術と確かなサービスで、夢のある社

会の発展に貢献します

4
つ
の
セ
ク
シ
ョ
ン
が
連
携
し
合
い
な
が
ら

技
術
革
新
を
行
う
東
京
エ
レ
ク
ト
ロ
ン
宮
城

Tactras™
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1
9
6
3
年
に
設
立
さ
れ
た
東
京
エ
レ
ク
ト

ロ
ン
株
式
会
社
は
、
半
導
体
及
び
フ
ラ
ッ
ト
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
製
造
装
置
の
世
界
市
場
で
高
い

シ
ェ
ア
を
誇
る
グ
ロ
ー
バ
ル
カ
ン
パ
ニ
ー
だ
。
同

社
は
研
究
開
発
、
製
造
、
販
売
及
び
サ
ー
ビ
ス
の

拠
点
を
世
界
中
に
設
置
し
、
半
導
体
、
フ
ラ
ッ
ト

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
の
製
造
装
置
に
対
す
る
テ

ク
ニ
カ
ル
サ
ポ
ー
ト
並
び
に
サ
ー
ビ
ス
を
世
界
各

国
で
展
開
し
て
い
る
。

　
東
京
エ
レ
ク
ト
ロ
ン
グ
ル
ー
プ
の
製
品
は
、
世

界
中
の
半
導
体
メ
ー
カ
ー
や
液
晶
パ
ネ
ル
メ
ー

カ
ー
に
供
給
さ
れ
、
人
々
の
暮
ら
し
を
便
利
に
す

る
の
に
欠
か
せ
な
い
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
産
業
の

成
長
を
支
え
て
い
る
。
最
先
端
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を

駆
使
し
、
常
に
高
い
品
質
を
保
持
す
る
た
め
、
技

術
力
の
向
上
を
目
的
と
し
た
研
究
開
発
を
、
自
社

の
み
な
ら
ず
大
学
の
研
究
機
関
な
ど
と
の
連
携
も

世界に挑む 無限の可能性にチャレンジ
システム技術開発

佐藤 賢
け ん

斗
と

さん（25 歳）
東京エレクトロン宮城株式会社（黒川郡大和町）

1

C A S E   

01仕事
図鑑

最
先
端
技
術
で
輝
く
未
来
を
切
り
開
く

半
導
体
製
造
装
置
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー

全
世
界
で
高
い
シ
ェ
ア
を
誇
る

先
進
の
半
導
体
製
造
装
置
メ
ー
カ
ー
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上
司
か
ら
は
常
に「
ひ
と
つ
上
の
レ
ベ
ル
」

の
仕
事
を
任
さ
れ
ま
す
。
日
々
チ
ャ
レ
ン

ジ
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
が
、
必
ず
壁
に

ぶ
つ
か
り
ま
す
よ
。
そ
れ
で
も
自
分
一
人
で

悩
む
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
同
僚
や
直
属

の
上
司
を
は
じ
め
、
他
職
種
の
エ
ン
ジ
ニ
ア

と
も
気
軽
に
打
合
せ
が
行
え
る
た
め
、
ス

ム
ー
ズ
に
問
題
を
解
決
で
き
ま
す
。

　
当
社
を
志
望
す
る
学
生
は
、
エ
ク
セ
ル

や
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
な
ど
を
マ
ス
タ
ー
し
て

い
た
方
が
良
い
で
し
ょ
う
。
実
際
の
業
務

で
は
グ
ラ
フ
作
製
な
ど
も
あ
り
ま
す
の
で
。

C
A
D
操
作
も
覚
え
て
い
た
方
が
便
利
だ

と
思
い
ま
す
ね
。
そ
の
一
方
、
月
並
み
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
や
る
気
に
勝
る
も
の
は

あ
り
ま
せ
ん
。
引
っ
込
み
思
案
の
人
で
も
、

当
社
で
一
緒
に
仕
事
を
す
る
う
ち
に
、
ポ
ジ

テ
ィ
ブ
に
取
り
組
め
る
よ
う
に
な
る
と
思

い
ま
す
よ
。

8:008:309:3011:4512:4515:0017:1518:00

出
社

パ
ソ
コ
ン
で
メ
ー
ル
の
チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
、
今
日
の

予
定
を
ノ
ー
ト
に
書
き
込
む

勤
務
開
始

調
査
・
ト
ラ
ブ
ル
対
応
に
関
す
る
項
目
を
箇
条
書

き
し
た
ノ
ー
ト
を
見
な
が
ら
、
資
料
を
作
り
評
価

を
進
め
て
い
く

デ
ス
ク
ワ
ー
ク

明
る
く
開
放
的
な
食
堂
で
同
僚
と
一
緒
に
ラ
ン
チ
を

楽
し
む
。
社
員
数
が
多
い
た
め
、
昼
食
時
間
は
月
毎

に
「
11:

45
〜
12:

45
」
と
「
12:

15
〜
13:

15
」に
交

替
す
る

制
服
に
着
替
え
て
、
1
日
が
始
ま
る

カ
フ
ェ
テ
リ
ア
で
同
期
入
社
の
友
人
と
コ
ー
ヒ
ー
ブ

レ
イ
ク
。
心
身
と
も
に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て
、
も
う

ひ
と
踏
ん
張
り
！

昼
食

必
要
に
応
じ
て
デ
ス
ク
か
ら
実
験
室
に
移
動
し
、

プ
ラ
ズ
マ
エ
ッ
チ
ン
グ
装
置
を
自
ら
操
作
す
る

残
業
す
る
場
合
は
、
夜
の
休
憩
時
間
（
17:

15
〜
18:

00
）
を
は
さ
ん
で
行
う

確
認
作
業

勤
務
終
了

休
憩
（
任
意
）

退
社

機械設計 佐藤賢斗さんの ONE DAY

打合せ
社内の至るところにテーブルと椅子が配置され、すぐに
打合せ等ができる環境が整えられている

昼食
明るく開放的な食堂で楽しむランチタイムは、気分転
換の場であり情報交換の場にもなる

確認作業
プラズマエッチング装置を操作し、てきぱきと確認作業
等を行う

思いついたら…
アイディアが浮かんだところで、いつでも書き留められる
よう、佐藤さんは常時ノートを手放さない

ミーティング
責任をもって仕事を進めるためにも、先輩のアドバイス
は心強い

デスクワーク
3D-CADソフトを使い、コツコツと作業に勤
しむ

休憩
カフェテリアで仲間を見つけて、しばしの談笑を楽しむ

先
輩
か
ら
の
未
来
の
A
C
E
へ

　　
ア
ド
バ
イ
ス
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開
発
」
の
4
職
種
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
が
そ
れ
ぞ
れ
相

互
に
連
携
し
な
が
ら
、
最
先
端
の
技
術
を
凝
縮
さ

せ
た
製
品
開
発
に
携
わ
っ
て
い
る
。

　
中
で
も
機
械
設
計
を
行
う
メ
カ
エ
ン
ジ
ニ
ア
は
、

装
置
の
性
能
を
大
き
く
左
右
す
る
重
要
な
役
割
を

担
っ
て
お
り
、
入
社
3
年
目
の
佐
藤
賢
斗
さ
ん
も

そ
の
一
人
だ
。

　
大
学
卒
業
後
、
東
京
エ
レ
ク
ト
ロ
ン
宮
城
に
入

社
し
た
佐
藤
さ
ん
は
ま
ず
図
面
作
製
を
学
び
、
機

械
設
計
セ
ク
シ
ョ
ン
で
必
要
な
技
能
を
習
得
し
て

い
る
。「
業
務
で
は
主
に
3
D–

C
A
D
2※
ソ
フ
ト

を
使
い
ま
す
。
私
は
大
学
で
C
A
D
ソ
フ
ト
の

操
作
を
あ
る
程
度
学
ん
で
い
ま
し
た
が
、
入
社
後

に
一
層
高
度
な
技
術
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き

て
、
そ
の
後
の
仕
事
に
大
変
役
立
っ
て
い
ま
す
」

と
佐
藤
さ
ん
。
自
ら
の
技
能
に
磨
き
を
か
け
、
入

社
1
年
目
に
し
て
大
き
な
設
計
の
仕
事
も
任
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
佐
藤
さ
ん
が
就
活
を
行
っ
て
い
た
際
、
同
社

H
P
に
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
」
の
言
葉
を
見
つ

け
、
強
く
惹
き
付
け
ら
れ
た
と
い
う
。「
同
業
他

社
に
は
そ
う
い
っ
た
文
言
が
見
当
た
ら
ず
、
と
て

も
気
に
な
り
ま
し
た
。
説
明
会
で
人
事
担
当
者
か

ら
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
に
つ
い
て
説
明
し
て
も
ら
い
、

自
分
が
目
指
す
モ
ノ
が
こ
こ
に
あ
る
と
感
じ
ま
し

た
」
と
話
す
佐
藤
さ
ん
は
人
一
倍
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
、

こ
つ
こ
つ
と
与
え
ら
れ
た
業
務
に
取
り
組
む
職
人

気
質
が
何
よ
り
の
強
み
だ
。
現
在
シ
ス
テ
ム
技
術

部
の
中
で
調
査
・
ト
ラ
ブ
ル
対
応
に
携
わ
り
、
佐

藤
さ
ん
は
楽
し
み
な
が
ら
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
続
け
て

い
る
。

　
時
に
、
納
品
さ
れ
た
製
品
が
機
能
を
満
た
し
て

い
な
い
場
合
が
あ
る
。
何
ら
か
の
事
情
に
よ
り
顧

客
の
製
品
を
損
傷
す
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
得
る
。
そ

う
い
っ
た
ト
ラ
ブ
ル
が
生
じ
た
時
、
再
発
防
止

を
図
り
、
顧
客
に
対
し
て
防
止
策
を
提
示
し
、
了

承
を
得
る
の
が
佐
藤
さ
ん
の
仕
事
だ
。「
ト
ラ
ブ

ル
対
応
は
ど
の
メ
ー
カ
ー
で
も
行
っ
て
い
る
こ
と

で
す
し
、
大
変
だ
と
思
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

上
司
や
先
輩
が
的
確
に
フ
ォ
ロ
ー
し
て
く
れ
る
の

で
、
ど
ん
な
に
ハ
ー
ド
ル
が
高
く
て
も
、
や
り
甲

斐
を
感
じ
ま
す
ね
」
と
佐
藤
さ
ん
は
満
足
気
だ
。

　
佐
藤
さ
ん
は
デ
ス
ク
ワ
ー
ク
だ
け
で
な
く
、
実

験
室
で
評
価
用
装
置
を
実
装
し
、
適
正
に
動
作
す

る
か
等
の
確
認
作
業
も
行
う
。「
他
職
種
の
エ
ン

ジ
ニ
ア
達
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
合
い
、

製
品
の
品
質
向
上
だ
け
で
な
く
、
自
分
自
身
も
成

長
で
き
る
の
が
一
番
の
魅
力
だ
と
思
い
ま
す
」
と

微
笑
む
佐
藤
さ
ん
。
最
先
端
の
メ
カ
設
計
に
挑
む

同
社
を
支
え
て
い
る
の
は
、
佐
藤
さ
ん
の
よ
う
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
豊
か
な
エ
ン
ジ
ニ
ア
達
に
違
い

な
い
。

　
佐
藤
は
同
期
入
社
し
た
社
員
の
中
で
も
飛
び
抜
け
て
い
ま
す
。
上

司
よ
り
指
摘
さ
れ
た
こ
と
を
真
摯
に
受
け
止
め
、
自
分
の
仕
事
に

し
っ
か
り
活
か
し
て
い
ま
す
ね
。
自
分
が
何
を
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
か
、
何
を
し
た
い
か
が
明
確
に
分
か
っ
て
い
る
ん
で
し
ょ
う
。

入
社
し
て
3
年
目
で
、
ま
だ
ま
だ
覚
え
る
こ
と
は
沢
山
あ
る
と
思

い
ま
す
。
佐
藤
に
は
今
後
ま
す
ま
す
仕
事
の
幅
を
広
げ
て
い
っ
て
も

ら
い
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
当
社
は
業
界
で
国
内
ト
ッ
プ

メ
ー
カ
ー
と
し
て
の
誇
り
が
あ
り
ま
す
。
顧
客
数
も
多
い
で
す
し
、

安
全
や
品
質
に
関
す
る
取
組
み
は
他
の
追
随
を
許
し
ま
せ
ん
。
今
後

ま
す
ま
す
発
展
す
る
当
社
に
と
っ
て
、
佐
藤
は
大
き
な
戦
力
に
な
る

と
期
待
し
て
い
ま
す
。

上
司
の
助
言
を
仕
事
に
活
か
し
な
が
ら

仕
事
の
幅
を
よ
り
一
層
広
げ
て
ほ
し
い

上司 に
聞
く

開発部門システム技術開発部
システム2グループ

豊巻 俊明さん

こ
こ
が
Ａ
Ｃ
Ｅ
ポ
イ
ン
ト
！

世界に挑む無限の
可能性にチャレンジ
システム技術開発

佐藤 賢
け ん

斗
と

さん（25 歳）
東京エレクトロン宮城株式会社（黒川郡大和町）

C A S E   

01仕事
図鑑

　
東
京
エ
レ
ク
ト
ロ
ン
宮
城
で
は
、
定
期
的

に
各
セ
ク
シ
ョ
ン
の
ト
ッ
プ
が
集
い
、
そ
の
場

で
エ
ン
ジ
ニ
ア
と
意
見
交
換
す
る
場
が
設
け
ら

れ
て
い
る
。
そ
う
い
っ
た
場
面
で
、
佐
藤
さ
ん

は
自
分
と
異
な
る
視
点
で
考
え
る
大
切
さ
を

学
ぶ
。
そ
れ
は
次
の
ス
テ
ッ
プ
へ
と
飛
躍
す
る

ヒ
ン
ト
に
も
な
る
。
ま
た
、
入
社
以
来
、
日
々

覚
え
た
こ
と
を
記
録
し
続
け
る
佐
藤
さ
ん
は
、

読
み
返
す
度
に
自
ら
の
上
達
度
合
い
に
驚
か

さ
れ
る
と
い
う
。

ハ
イ
ク
オ
リ
テ
ィ
の
製
品
を
開
発
す
る
た
め
に

欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神

他
職
種
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
と
気
軽
に
交
流
し

上
司
や
先
輩
か
ら
的
確
な
ア
ド
バ
イ
ス
も

※
1
…
電
子
機
器
に
組
み
込
ま
れ
た
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
シ
ス
テ
ム
を
制
御
す

る
た
め
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
。一
般
的
な
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
よ
り
も
ハ
ー
ド
ウ
ェ

ア
寄
り
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
で
あ
る
た
め
、「
堅
い
」「
固
定
し
た
」
を
意
味

す
る
フ
ァ
ー
ム
（Firm

）
と
呼
称
さ
れ
て
い
る

※
2
…
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
使
っ
て
設
計
や
製
図
を
行
う
シ
ス
テ
ム
。

Com
puter Aided Design

（
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
支
援
設
計
）
の
略
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を
示
す
「
D
M
S
」
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
を
掲
げ

て
い
る
こ
と
が
特
徴
だ
。「
単
な
る
受
託
生
産
で

は
な
く
、
品
質
を
保
証
す
る
工
程
設
計
や
、
生
産

設
備
開
発
ま
で
カ
バ
ー
す
る
総
合
的
な
生
産
サ

ポ
ー
ト
が
、
わ
が
社
の
目
指
す
と
こ
ろ
で
す
」
と

下
田
さ
ん
は
明
確
に
企
業
像
を
語
る
。

　「
私
は
入
社
以
来
、
携
帯
機
器
・
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

機
器
と
い
っ
た
と
こ
ろ
の
設
計
に
携
わ
っ
て
き
ま

し
た
。
8
年
を
過
ぎ
た
と
こ
ろ
で
、
設
計
技
術
部

の
次
長
に
就
任
。車
載
、医
療
機
器
、ア
ミ
ュ
ー
ズ
・

産
業
機
器
、
通
信
・
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
機
器
、
携
帯

機
器
、
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
い
う
６
つ
の
事
業

領
域
全
体
を
見
渡
し
、
業
務
が
滞
り
な
く
行
わ
れ

て
い
る
か
調
整
す
る
役
目
を
担
っ
て
い
ま
す
」
と

話
す
下
田
さ
ん
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
領
域
を
企
画
構
想
・
設
計
試

作
・
部
品
購
買
・
信
頼
性
評
価
・
設
備
開
発
・
Ｓ

Ｍ
Ｔ
2※

実
装
・
Ａ
ｓ
ｓ
ｙ
3※

組
立
・
出
荷
・
サ
ー

ビ
ス
と
い
う
ユ
ニ
ッ
ト
に
分
け
、
企
業
顧
客
の

ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
そ
の
ユ
ニ
ッ
ト
技
術
を
組
み
合

わ
せ
、あ
る
時
は
総
合
的
に
あ
る
時
は
部
分
的
に
、

柔
軟
に
対
応
し
て
い
る
。

　「
わ
が
社
は
、
業
界
に
先
駆
け
て
少
数
の
作
業

者
が
部
品
の
取
り
付
け
/
組
み
立
て
/
加
工

/
検
査
ま
で
の
全
工
程
に
わ
た
る
作
業
を
行
う

セ
ル
生
産
方
式
を
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。
大
量
生

産
か
ら
多
品
種
少
量
生
産
ま
で
、
ど
ん
な
生
産
体

2

4

3

5

1

2

3

4

5

従来のEMSの枠組みを超え、
お客様に幅広い付加価値を提供するケイテックのキーワード

６
つ
の
事
業
領
域
の
統
括

よ
り
よ
い
も
の
を
ス
ピ
ー
デ
ィ
に
作
る

所 在 地

代表取締役社長
資 本 金
創 業
従 業 員 数
事 業 領 域

企 業 理 念

企業情報

ケイテック株式会社

／加美郡加美町字雁原 325
　Tel  0229-64-1111　
　Fax 0229-63-5652
　http://www.k-technology.co.jp/
／野村和正
／1 億円
／ 2005 年 4 月
／ 594 名 （2014 年 4 月1日現在）
／電子機器の設計、試作、生産、サービス役務

提供全般
／我々は、お客様によりよいサービスを革新的な

発想で提供し、そして自らが継続的に発展する
ことにより社会に貢献する

ケイテック株式会社の多彩な技術・サー
ビスについて語る若きリーダー下田さん
お客様の「ものづくり」を支援する設計・製
造企業として、工程管理、品質管理、生
産立ち上げ支援等、従来のEMSの枠組
みを超える総合的な生産サポートを誇る
創立10周年を迎えたケイテック。工場
は生産部品入荷から完成品出荷までシ
ンプルな物流動線を確保したフロアデ
ザインとなっている
お客様に的確なソリューションを提供する
ために、社内で常に生産クオリティを上げ
るためのディスカッションを常に行っている
お客様の工場見学対応。すべてを見渡
し把握していることが、営業として設計部
のリーダーとしても大切なこと

開発・設計
量産設計に加え、企画構想、
原理検討等も含む開発段階か
らの設計サービスを提供

Development  & Design

製造
単なる受託生産ではなく、
品質を保証する工程設計
や、生産設備開発まで
カバーする「ものづく
りサービス」を提供

Manufactur ing

サービス・
ソリューション
製品修理・解析・信頼性評価、
検証・ＶＡ／ＣＤ提案・商品企
画等、弊社が保有するテクノ
ロジー、ノウハウを提供

Service & Solut ion

DMS

Design

Manufacturing
Service & 
Solution
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　「
小
さ
い
こ
ろ
か
ら
自
分
の
手
で
も
の
づ
く
り

を
し
た
り
、
設
計
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

な
か
な
か
地
方
の
企
業
で
は
製
品
の
設
計
が
で
き

る
と
こ
ろ
が
な
い
の
で
悩
ん
で
い
ま
し
た
。
そ
の

中
で
ケ
イ
テ
ッ
ク
は
自
社
で
設
計
開
発
も
で
き
る

と
聞
い
て
興
味
を
持
ち
ま
し
た
」
と
入
社
当
時
の

こ
と
を
語
る
下
田
隆
滋
さ
ん
。

 

ケ
イ
テ
ッ
ク
株
式
会
社
は
40
年
間
の
ソ
ニ
ー
株

式
会
社
の
関
連
事
業
所
時
代
、
４
年
間
の
外
資
企

業
傘
下
の
時
代
を
経
て
、
2
0
0
5
年
に
独
立

企
業
と
し
て
誕
生
し
た
。

 

様
々
な
自
主
開
発
製
品
を
持
つ
企
業
の
「
も
の

づ
く
り
」
を
支
援
す
る
技
術
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し

て
お
り
、
そ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
、
オ
ー
デ
ィ
オ
製

品
、
カ
ー
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
、
ゲ
ー
ム

機
か
ら
、
プ
ロ
用
プ
リ
ン
タ
ー
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

機
器
ま
で
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
。
受
託
生
産
企

業
（
E
M
S
1※

）
と
し
て
、
お
客
様
の
ニ
ー
ズ
に

合
わ
せ
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
に
対
応
し
て
い
る
が
、
さ

ら
に
そ
の
範は
ん

疇ち
ゅ
うを
超
え
て
、
①
開
発
・
設
計
②
製

造
③
サ
ー
ビ
ス
・
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
の
三
位
一
体

受託生産を超えた総合生産サービス企業へ

1

C A S E   

02

お
客
様
の
課
題
を
あ
ら
ゆ
る
面
で
解
決
す
る

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
企
業
で
あ
り
た
い

設計・営業

下田隆
りゅう

滋
じ

さん（32 歳）
ケイテック株式会社（加美町）

D
M
S
と
い
う
事
業
コ
ン
セ
プ
ト
を
掲
げ

お
客
様
を
総
合
的
に
サ
ポ
ー
ト

仕事
図鑑
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仕
事
を
す
る
上
で
自
分
の
業
務
の
幅
を

狭
め
な
い
こ
と
が
大
切
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。
特
に
受
託
生
産
の
場
合
、「
こ
こ
ま
で

が
私
の
仕
事
で
あ
と
は
関
係
な
い
」
と
い

う
形
で
枠
を
決
め
て
し
ま
い
が
ち
で
す
。

　
様
々
な
異
業
種
と
関
わ
り
を
持
ち
ま

す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
感
覚
で
や
っ
て
い
る

と
仕
事
が
円
滑
に
進
み
ま
せ
ん
し
、
い
い

仕
事
も
で
き
な
い
と
思
い
ま
す
。
常
に
相

手
の
立
場
を
考
え
、
問
題
が
発
生
し
た
時

は
、「
な
ぜ
問
題
が
発
生
し
て
い
る
の
か
」

と
考
え
、
そ
の
プ
ロ
セ
ス
に
積
極
的
に
関

わ
っ
て
い
く
と
自
分
の
能
力
も
伸
び
る
と

思
い
ま
す
。

　
わ
が
社
の
場
合
、
お
客
様
に
「
こ
の
会

社
に
頼
ん
で
も
し
か
た
な
い
」
と
思
わ
れ

た
瞬
間
、
他
社
さ
ん
に
仕
事
が
流
れ
て
し

ま
い
ま
す
。
お
客
様
の
視
点
に
立
ち
仕
事

に
取
り
組
む
姿
勢
が
大
切
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。

6:457:208:009:0010:3011：0011:2017:00

起
床

出
社

前
日
ま
で
の
売
り
上
げ
の
変
化
、
次
の
行
動
計
画

な
ど
に
つ
い
て
部
内
で
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

営
業
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

メ
ー
ル
整
理
な
ど
の
デ
ス
ク
ワ
ー
ク
。
さ
ら
に
様
々

な
案
件
に
対
す
る
業
務
の
遂
行
を
部
下
に
対
し
て

指
示

新
規
事
業
の
企
画
を
、
作
製
し
た
資
料
を
も
と
に
社

長
・
取
締
役
・
上
司
に
提
案

お
客
様
の
元
に
出
向
き
様
々
な
ニ
ー
ズ
の
掘
り
起
こ

し
。
さ
ら
に
新
し
い
技
術
・
サ
ー
ビ
ス
を
ベ
ー
ス
に

し
た
ビ
ジ
ネ
ス
領
域
の
開
拓
・
提
案

懇
意
に
し
て
い
る
お
客
様
を
招
き
、
工
場
の
ラ
イ
ン

を
案
内
し
、
品
質
の
高
さ
を
し
っ
か
り
ア
ピ
ー
ル

一
日
の
営
業
提
案
の
結
果
を
と
り
ま
と
め
。
そ
の
際

訪
問
活
動
で
得
た
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
情
報
を
整
理

メ
ー
ル
整
理
・
業
務
指
示

前
日
ま
で
の
設
計
進
捗
の
共
有
。
浮
か
び
上
が
っ

て
き
た
課
題
に
対
し
て
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

設
計
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

昼
食

12:00

移
動
・
商
談

14:00

お
客
様
を
工
場
内
に
案
内

16:00

営
業
状
況
の
と
り
ま
と
め

社
長
・
取
締
役
に
企
画
提
案

退
社

設計・営業 下田隆滋さんの ONE DAY

ミーティングエリア
しっかりとしたクオリティを提供するた
めに、大小関わらず組織横断的に様々
な経験・知識を持ったメンバーによる
課題検討・解決策のディスカッション
をかかさない

お客様を工場内に案内
工場全体の業務知識をベースに、ケイテックの技術・
サービスをしっかり提案

事務作業
スピードを行動指針にしている企業らしく、メールの確認・
業務指示などの事務作業は迅速かつ的確に行っている

設計技術部内のミーティング
設計エリアの中央でミーティングを実施。様々な案件
に対応できる多彩な設計担当者がいる

営業へ
営業として足繁くお客様のところへ。商
品の提案などを行い新規開拓を目指す

社長に提案
若手がトップに提案できる風土がある。
今日も緊張しながら、熱く新商品の提
案を行う

上司と打ち合わせ
設計技術部全体の営業成績・運営体
制などについて逐一上司と打ち合わせ

自社サービスを提案
訪れたお客様に高度
な信頼性評価技術
などをしっかりプレ
ゼンテーション

先
輩
か
ら
の
未
来
の
A
C
E
へ

　　
ア
ド
バ
イ
ス
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制
に
お
い
て
も
安
定
し
た
製
品
供
給
を
実
現
し
て

い
ま
す
」

　
現
在
地
元
の
女
性
を
社
員
と
し
て
多
く
受
け

入
れ
て
い
る
が
、
出
勤
状
況
に
あ
わ
せ
て
柔
軟
に

作
業
体
制
を
組
め
る
こ
と
も
セ
ル
生
産
方
式
の
メ

リ
ッ
ト
だ
と
言
う
。
地
域
に
根
ざ
し
た
企
業
と
し

て
生
産
体
制
に
も
細
心
の
配
慮
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　「
わ
が
社
の
強
み
は
、
受
託
生
産
だ
け
で
な
く
、

高
度
な
信
頼
性
評
価
技
術
や
生
産
技
術
支
援
を

行
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。
充
実
し
た
設
備
で
信
頼

性
試
験
・
分
析
の
実
施
が
可
能
で
、
お
客
様
か
ら

評
価
及
び
試
験
の
依
頼
も
受
け
て
い
ま
す
」
と
下

田
さ
ん
。

　
電
気
的
・
熱
的
・
機
械
的
環
境
負
荷
を
加
え
、

製
品
性
能
・
信
頼
性
を
評
価
。
温
度
・
湿
度
・
振

動
の
３
条
件
に
対
す
る
評
価
を
同
時
に
実
施
で
き

る
機
械
が
企
業
に
あ
る
の
は
珍
し
い
と
言
う
。

　「
ま
た
、
自
動
車
業
界
の
国
際
的
な
セ
ク

タ
ー
規
格
I
S
O
/
T
S
1
6
9
4
9
、
医
療
機

器
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
国
際
規
格

I
S
O
1
3
4
8
5
の
認
証
を
取
得
し
、﹃
セ
ー

フ
テ
ィ 

ア
ン
ド 

ハ
イ
ク
オ
リ
テ
ィ
プ
ロ
ダ
ク

ツ
﹄
へ
の
取
り
組
み
を
し
て
い
ま
す
」

　
高
度
な
品
質
保
証
体
制
を
構
築
し
、
さ
ら
に
ブ

ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
す
る
こ
と
で
、
徹
底
し
た
ク
オ

リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
行
う
企
業
と
し
て
国
内

外
か
ら
注
目
を
集
め
て
い
る
。

　
ケ
イ
テ
ッ
ク
は
平
成
26
年
4
月
19
日
に
創
立

10
周
年
を
迎
え
た
。「
毎
年
恒
例
の
サ
マ
ー
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
も
今
年
は
特
に
大
々
的
に
行
い
ま
し

た
。
雨
の
中
、
た
く
さ
ん
の
人
に
来
て
い
た
だ
い

て
感
謝
し
て
い
ま
す
」
と
、
地
域
と
と
も
に
歩
み

愛
さ
れ
て
い
る
企
業
で
あ
る
こ
と
に
下
田
さ
ん
は

誇
り
を
感
じ
て
い
る
。
創
立
10
周
年
を
機
に
、
ケ

イ
テ
ッ
ク
設
立
時
の
趣
旨
「
1
0
0
年
企
業
を
め

ざ
し
て
」
に
立
ち
返
り
、
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
領
域

の
開
拓
と
付
加
価
値
の
創
出
を
目
指
し
て
い
く
。

　
具
体
的
に
は
、
蓄
電
・
生
体
セ
ン
シ
ン
グ
・
生

体
モ
ニ
タ
ー
・
ス
マ
ー
ト
グ
リ
ッ
ド
な
ど
の
先
端

技
術
の
導
入
に
よ
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
業
界
・
医
療

業
界
・
福
祉
介
護
業
界
・
映
像
機
器
業
界
・
車
載

業
界
な
ど
の
市
場
拡
大
を
図
っ
て
い
く
。
大
学
と

の
技
術
提
携
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
が
、
単
純
な

シ
ー
ズ
利
用
だ
け
で
は
な
く
、
開
発
か
ら
評
価
ま

で
連
携
す
る
体
制
を
構
築
し
た
い
と
言
う
。

　「
こ
れ
か
ら
も
革
新
的
な
発
想
で
よ
り
よ
い

サ
ー
ビ
ス
を
お
客
様
に
提
供
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
そ
の
意
味
で
も
我
々
の
若
い
創
造

力
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
き
た
い
」
と
下
田
さ
ん
は

今
、
若
き
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
こ
れ
か
ら
の
10
年
を

見
つ
め
て
い
る
。

人
と
組
織
を
動
か
す
力
が
今
以
上
に
必
要
に
な
る

若
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
こ
れ
か
ら
も
期
待
し
た
い

上司 に
聞
く

設計技術部　部長

新井啓二朗さん

信
頼
性
試
験
・
分
析
の
実
施
と

認
証
取
得
に
よ
る
ク
オ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

創
立
10
周
年
記
念
を
迎
え
て

こ
れ
か
ら
の
10
年
の
成
長
シ
ナ
リ
オ
づ
く
り

受託生産を超えた
総合生産サービス企業へ
設計・営業

下田隆
りゅう

滋
じ

さん（32 歳）
ケイテック株式会社（加美町）

C A S E   

02
工場棟を５フロアに区分

生産部品

資材入庫プラットフォーム

資材資材倉庫ー設計エリア

実装フロア

クリーンルーム①

クリーンルーム②

Assyフロアー信頼性試験エリア

完成品出庫プラットフォーム
完成製品

1
2

3

4
5

こ
こ
が
Ａ
Ｃ
Ｅ
ポ
イ
ン
ト
！

　
ケ
イ
テ
ッ
ク
は
生
産
部
品
入
荷
か
ら
完
成

品
出
荷
ま
で
シ
ン
プ
ル
な
物
流
動
線
を
設
定

し
て
い
る
こ
と
が
特
徴
だ
。

　
こ
の
フ
ロ
ア
全
体
の
す
べ
て
を
見
渡
し
把

握
し
て
い
る
こ
と
が
、
大
切
な
こ
と
だ
と
下
田

さ
ん
は
考
え
る
。
お
客
さ
ん
が
来
社
し
た
際

も
的
確
に
生
産
体
制
を
説
明
し
て
、
営
業
に

結
び
つ
け
て
い
る
。

仕事
図鑑

※
1
…
E
M
S

※
2
…
S
M
T

※
3
…
A
s
s
y ：Electronics M

anufacturing Service

の
略

：Surface M
ount Technology

の
略
（
表
面
実
装
部
品
を
指
す
）

   

：Assem
bly

の
略
（
構
成
部
品
を
指
す
）

　
下
田
は
ま
だ
若
い
の
で
す
が
、
設
計
事
業
と
営
業
の
統
括
を
担
当

し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
設
計
業
務
に
特
化
し
て
い
た
今
ま
で
と
は
違

い
守
備
範
囲
の
広
い
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
全
体
を
把
握
し
な
が
ら
、
業
務
を
円
滑
に
導
く
立
場
に
あ
り
ま
す

の
で
大
変
だ
と
思
い
ま
す
。
た
だ
彼
に
は
『
問
題
に
な
り
そ
う
な
と
こ

ろ
を
嗅
ぎ
取
る
感
性
と
解
決
す
る
能
力
』
が
あ
り
ま
す
し
、
持
ち
前

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
と
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
会
社
の

活
性
化
に
寄
与
し
て
い
ま
す
。
こ
の
能
力
を
発
揮
す
る
こ
と
と
後
進

育
成
に
関
し
て
今
後
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
わ
が
社
は
年
齢
に
関
係
な
く
実
力
の
あ
る
人
材
の
登
用
が
盛
ん
で

す
。
上
司
や
会
社
経
営
層
へ
上
申
・
提
案
出
来
る
環
境
も
あ
り
ま
す
。

今
後
も
若
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
て
強
い
組
織
つ
く
り
と
会

社
の
さ
ら
な
る
発
展
へ
貢
献
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
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ほ
ぼ
地
元
出
身
者
な
の
で
、
な
ん
で
も
気
軽
に
話

し
あ
え
る
。
こ
れ
は
た
ぶ
ん
技
術
者
が
働
く
上
で
、

と
て
も
大
切
な
こ
と
」
と
中
西
さ
ん
。

　
白
石
工
場
で
は
、
幅
広
い
電
子
機
器
向
け
の
電

池
パ
ッ
ク
や
、
防
水
コ
ア
技
術
を
生
か
し
た
カ
メ

ラ
用
防
水
ケ
ー
ス
、
ス
ト
ロ
ボ
の
開
発
を
行
っ
て

い
る
ほ
か
、
最
近
で
は
家
庭
向
け
の
非
常
用
蓄
電

池
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
。
中
西
さ
ん
は
電
池
の

仕
入
れ
先
で
あ
る
三
洋
電
機
（
現

：

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
）

洲す

本も
と

工
場
に
出
向
し
た
経
験
が
あ
る
が
、
そ
の
時

に
手
が
け
た
大
型
電
池
パ
ッ
ク
が
ベ
ー
ス
に
な
っ

て
い
て
、
家
庭
用
に
使
え
る
ほ
か
、
無
線
基
地
局

の
非
常
用
電
源
と
し
て
も
使
わ
れ
る
な
ど
、
幅
広

い
分
野
で
の
活
用
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　「
自
分
と
し
て
は
、
設
計
者
と
し
て
お
客
さ
ま

と
話
し
て
み
た
い
で
す
ね
。
ど
ん
な
こ
と
を
求
め

て
い
る
の
か
、
細
か
い
と
こ
ろ
ま
で
把
握
で
き
る

し
、
そ
の
分
、
目
に
見
え
な
い
ク
オ
リ
テ
ィ
を
高

く
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
」
と
中
西

さ
ん
は
仕
事
に
主
体
的
に
向
き
合
っ
て
い
る
。
た

だ
受
注
し
た
設
計
を
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
ど
う

し
た
ら
設
計
開
発
と
い
う
場
面
で
、
よ
り
質
の
い

い
も
の
を
提
供
で
き
る
か
。
模
索
を
続
け
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
そ
れ
が
い
つ
か
さ
ら
に
新
し
い
仕
事

の
切
り
口
に
な
っ
て
い
く
の
か
も
し
れ
な
い
。

6:008:008:309:0012:0014:0015:0017:3020:00

起
床

プ
ロ
ダ
ク
ト
デ
ザ
イ
ン
課
の
自
分
の
デ
ス
ク
で
仕
事

に
就
く
。
設
計
内
容
の
確
認
な
ど

出
社

主
任
ク
ラ
ス
は
毎
週
月
曜
・
木
曜
に
約
30
分
程
度

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
行
う

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

Ｃ
Ａ
Ｄ
室
に
お
い
て
主
に
３
次
元
設
計
を
行
う

午
後
に
も
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
行
う
こ
と
が
あ
る

設
計
や
試
作
の
追
い
込
み
の
時
に
は
、
残
業
の
場
合

も
あ
る 設

計
業
務

社
屋
３
階
に
設
け
ら
れ
た
カ
フ
ェ
テ
ラ
ス
（
社
員

食
堂
）
と
ラ
ウ
ン
ジ
を
活
用

技
術
実
験
室
に
お
い
て
、
設
計
し
た
製
品
の
試
作
を

行
う

休
憩

試
作
業
務

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

退
社

終
業

プロダクトデザイン 中西 一樹さんのONE DAY

CAD室には 2次元と3次元設計用の
コンピュータが何台も揃っている。中
西さんは、主に3次元で設計を行う

中西さんが所属するデザイン課のデスクは広いフロアの
一角にあるが、設計や試作が忙しくなるとこのデスクにい
る時間は少なくなる

　
白
石
工
業
高
校
電
気
科
の
出
身
で
す
が
、

と
く
に
資
格
も
と
り
ま
せ
ん
で
し
た
し
、
勉

強
も
あ
ま
り
し
な
か
っ
た
方
で
す
。
働
き

始
め
て
感
じ
た
の
は
、
わ
か
ら
な
い
こ
と
だ

ら
け
と
い
う
こ
と
。
だ
か
ら
、
も
し
わ
か
ら

な
か
っ
た
ら
わ
か
ら
な
い
と
言
え
る
人
間
に

な
っ
た
方
が
い
い
と
思
い
ま
す
。
恥
ず
か
し

い
と
思
う
よ
り
、
わ
か
ら
な
い
こ
と
を
な
く

そ
う
と
思
っ
て
、
素
直
に
聞
く
こ
と
が
大
切
。

そ
の
方
が
、
伸
び
し
ろ
が
大
き
い
と
思
い
ま

す
。
勉
強
だ
け
じ
ゃ
な
く
て
、
い
ろ
ん
な
経

験
を
し
て
、
人
と
し
て
成
長
し
て
い
く
こ
と
。

そ
れ
が
仕
事
だ
と
ぼ
く
は
思
っ
て
い
ま
す
。

非常用蓄電池の寄贈で、地域貢献

トーカドエナジー白石工場は、東日本大震
災を機に、家庭用電源で充電できるリチウ
ムイオン蓄電システムを開発製造。宮城県
と白石市に、各1台を寄贈した。「災害など
いざというときの非常用電源として、またふ
だんは屋外のイベントなどにも活用できま
す。地域のためにお役立てください」と、トー
カドエナジー副社長が、宮城県の村井知事
と白石市の風間市長にそれぞれ手渡した。

先
輩
か
ら
の
未
来
の
A
C
E
へ

　　
ア
ド
バ
イ
ス

白石工場の従業員数は約330名、うち製造部では約200名のスタッ
フが働いている。納入先の要望に合わせて開発した先端技術製品を
少量多品種生産している

会議時間はなるべく少なめにというのが工場の方針。ミー
ティングは立ったままで行い、簡潔に意見を出し合って終
わらせる
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　「
全
国
的
な
企
業
な
の
に
、
宮
城
県
で
設
計
の

仕
事
が
で
き
る
」。
そ
こ
に
魅
力
を
感
じ
て
、
中

西
一
樹
さ
ん
は
こ
の
会
社
に
入
ろ
う
と
決
め
た
。

ト
ー
カ
ド
エ
ナ
ジ
ー
株
式
会
社
。
そ
の
製
品
は
意

外
な
ほ
ど
私
た
ち
の
身
の
回
り
で
活
躍
し
て
い

る
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
・
携
帯
電
話
、
ノ
ー
ト
Ｐ

Ｃ
・
タ
ブ
レ
ッ
ト
、
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
、
医
療
機
器
、

蓄
電
シ
ス
テ
ム
、U
P
S
（
無
停
電
電
源
装
置
）
…
。

こ
れ
ら
Ｉ
Ｔ
社
会
を
リ
ー
ド
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
電

子
機
器
に
欠
か
せ
な
い
バ
ッ
テ
リ
ー
パ
ッ
ク
を
開

発
し
て
い
る
会
社
だ
。
本
社
は
東
京
。
ア
メ
リ
カ
・

香
港
・
韓
国
に
拠
点
を
持
ち
世
界
に
目
を
向
け
た

事
業
を
展
開
し
、

エ
レ
ク
ト
ロ
ニ

ク
ス
業
界
で
確

か
な
存
在
基
盤

を
築
い
て
き
た
。

　
国
内
唯
一
の

生
産
拠
点
と
し

て
白
石
市
に
工

場
が
あ
り
、
先

端
技
術
製
品
の

開
発
・
生
産
を

担
う
グ
ロ
ー
バ
ル
マ
ザ
ー
工
場
と
位
置
づ
け
ら
れ

て
い
る
。
設
計
開
発
部
門
は
56
名
を
擁
し
、
中
西

さ
ん
は
プ
ロ
ダ
ク
ト
デ
ザ
イ
ン
課
の
設
計
者
。

　
入
社
2
年
目
か
ら
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
の
３

次
元
Ｃ
Ａ
Ｄ
設
計
開
発
に
携
わ
っ
て
い
る
。「
自

分
が
設
計
し
た
も
の
が
、
そ
の
ま
ま
工
場
で
製
品

に
な
っ
た
の
で
う
れ
し
か
っ
た
」
と
話
す
中
西
さ

ん
だ
が
、
開
発
の
面
白
さ
と
と
も
に
た
い
へ
ん
さ

も
経
験
す
る
。「
コ
ス
ト
計
算
や
工
期
ま
で
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
し
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
」。
設
計
が

固
ま
っ
た
ら
、
フ
ァ
ー
ス
ト
サ
ン
プ
ル
を
自
分
で

つ
く
る
。

　
納
入
先
の
要
望
を
ク
リ
ア
し
て
製
造
部
門
に
設

計
を
渡
し
て
も
、
現
場
か
ら
「
つ
く
り
に
く
い
」

と
言
わ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
そ
ん
な
と
き
は
設
計

の
趣
旨
を
よ
く
話
し
て
わ
か
っ
て
も
ら
う
よ
う
に

す
る
。「
同
期
入
社
の
仲
間
や
、違
う
部
門
の
人
も
、

先端技術製品を
宮城県で設計する

C A S E   

03仕事
図鑑

手にしているのは、主に蓄電シ
ステムやUPSに使われるバッ
テリーパック。経験を積み重ね
ることで設計開発のスキルも高
くなっていく

設計が完了して製造に回った
後も、設計のねらいを細かい
ところまで実現していくために、
製造担当者と話し合う

中西さんが設計した製品は、
まず自らの手で試作を行い、
検証する。技術実験室にこも
りっきりになることもある

2

1

3

プロダクトデザイン

中西 一
か ず

樹
き

さん（27歳）
トーカドエナジー株式会社

所 在 地

代表取締役社長
創      　業
社 員 数
事 業 領 域

企 業 理 念

企業情報

トーカドエナジー株式会社

／製造統括部（白石工場）
　白石市東町 4-1-14
　Tel  0224-24-3111
　Fax 0224-25-5265
　http://www.tocad.co.jp
／藤川 毅
／1972 年（昭和 47 年）1 月
／ 395 名（国内：2014 年 4 月現在）
／各種電池パック、多直多並列パック、水中カメラ

ハウジング、蓄電システム、その他半導体など
電子デバイスの開発・製造

／私たちはクリーンエナジー製品で地球に優しい
未来をつくります

1

2

3

製
品
に
つ
い
て
、
話
す
、
見
つ
め
る
、
考
え
る

少
し
で
も
設
計
の
質
が
高
く
な
る
よ
う
に自

分
で
設
計
し
た
も
の
が

目
の
前
で
製
品
に
な
っ
て
感
激

製
品
の
こ
と
、
設
計
の
こ
と

と
こ
と
ん
話
し
合
っ
て
、
い
い
も
の
を
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な
く
笑
う
大
泉
さ
ん
だ
が
「
キ
ャ
リ
ア
の
少
な
い

社
員
に
も
大
き
な
機
会
を
与
え
て
く
れ
る
会
社
」

に
大
変
満
足
し
て
い
る
。

　
社
内
に
は
、
大
学
名
誉
教
授
や
有
名
企
業
Ｏ
Ｂ

の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
の
方
々
が
大
勢
い
る
。
そ
の

た
め
「
学
生
の
頃
よ
り
勉
強
に
な
り
ま
す
よ
」
と

大
泉
さ
ん
。「
ダ
メ
」
と
は
言
わ
ず
に
「
ど
ん
ど

ん
自
由
に
や
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
い
う
社
風
は
、

着
実
に
成
果
を
上
げ
る
牽
引
力
に
な
り
、
引
い
て

は
「
も
の
づ
く
り
日
本
」
を
元
気
に
し
て
「
東
北

発
も
の
づ
く
り
ブ
ラ
ン
ド
」
へ
と
結
び
つ
い
て
い

く
に
違
い
な
い
。

7:008:459:009:3010:0012:0013:0017:00

起
床

ま
ず
は
メ
ー
ル
の
チ
ェ
ッ
ク
を
行
う

出
社

1
日
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
確
認
す
る

朝
礼

担
当
者
同
士
で
予
定
の
確
認
を
行
う

ラ
ン
チ
タ
イ
ム
で
、
ホ
ッ
と
ひ
と
息

チ
ー
ム
内
で
経
過
報
告
し
、
デ
ー
タ
解
析
な
ど
1
日

の
ま
と
め
を
行
う

朝
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

C
N
T
合
成
と
特
性
分
析
・
評
価

C
N
T
を
用
い
た
製
品
の
開
発
や
試
作

C
N
T
合
成
実
験

C
N
T
応
用
デ
バ
イ
ス
開
発

休
憩

夕
方
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

19:00

オ
フ
タ
イ
ム
は
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
を
楽
し
ん
だ
り
、
ス

ポ
ー
ツ
ジ
ム
で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

帰
宅

18:00

退
社

研究開発 大泉 春菜さんのONE DAY

電子顕微鏡でCNTの形状を確認する。
不具合が見つかった場合は、次回の製造
時にフィードバックして精度を上げていく

実験スタッフと綿密に打合せを行う。成果
を上げるためにも、スタッフ間のコミュニ
ケーションも大切だ

CNTシートヒーターの温度を計測する。
地道に研究を重ねていくのが成功への
近道だ

CNTのシートの厚みを計測。データを吸
い上げて平均値を出す

研究成果を分かりやすくプレゼンテー
ションするのも大泉さんの仕事だ

※CNT=カーボンナノチューブ

　
私
は
理
科
の
教
員
を
目
指
し
て
、
大
学
の

工
学
部
に
進
学
し
ま
し
た
。
修
士
課
程
で
研

究
し
て
い
る
時
「
世
の
中
で
作
っ
て
い
な
い
、

面
白
い
も
の
を
作
る
会
社
が
あ
る
」
と
知
り
、

イ
デ
ア
ル
ス
タ
ー
に
入
社
。
特
に
資
格
は
必

要
あ
り
ま
せ
ん
が
、
私
は
入
社
し
て
か
ら
危

険
物
取
扱
甲
種
の
資
格
を
取
得
し
ま
し
た
。

有
機
溶
剤
な
ど
を
安
全
に
取
り
扱
う
た
め
に

必
要
と
考
え
た
か
ら
で
す
。

　
大
き
い
目
標
を
設
定
し
た
時
こ
そ
、
近
道

を
探
す
の
で
は
な
く
、
地
道
に
作
業
を
進
め

る
こ
と
が
肝
心
で
す
。
そ
れ
が
、
結
果
的
に

一
番
の
近
道
と
な
り
ま
す
か
ら
。
何
ご
と
も

忍
耐
が
必
要
で
す
。
こ
の
業
界
で
は
、
今
日

こ
う
だ
っ
た
か
ら
明
日
は
こ
う
し
よ
う
！
と

い
っ
た
意
欲
も
欠
か
せ
ま
せ
ん
よ
。

炭素原子が編目状に結合し、円筒形にな
った巨大結晶分子。10億分の1mに相当す
るナノサイズの素材だ。高電気・高熱伝導
性、高強度、超軽量が特徴。形状に応じ
て、電気を通す金属にも半導体にもなる。
電気自動車のモーターをはじめ、航空機の
機体や医薬・製造加工など幅広い分野で
応用が期待される「21世紀夢の材料」だ。

先
輩
か
ら
の
未
来
の
A
C
E
へ

　　
ア
ド
バ
イ
ス

所 在 地

代表取締役社長
設 立
従 業 員 数
事 業 内 容

企 業 理 念

企業情報

株式会社イデアルスター

／仙台市青葉区南吉成 6-6-3
   ICR ビル
　Tel  022-303-7336
　Fax 022-303-7339
　http://www.idealstar-net.com/
／篠島義明
／2002 年（平成 14 年）9 月
／12 名（顧問含む）
／有機圧電デバイス、有機太陽電池、有機エレク

トロニクスデバイスの研究開発
／社会が必要とする価値を、知恵と科学技術を駆使

し、現実のものづくりを通して提案し続ける、新し
いかたちの「開発型企業」の創生に挑戦します

日本初の新素材、
カーボンナノチューブ（CNT）

1日のスタートはメールのチェックから
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イ
デ
ア
ル
ス
タ
ー
は
2
0
0
2
年
、
繊
維
エ

レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
デ
バ
イ
ス
の
研
究
開
発
を
目

指
し
て
設
立
さ
れ
た
。
こ
れ
ま
で
に
全
世
界
で

2
5
0
件
以
上
の
特
許
を
出
願
し
、
産
学
連
携

を
基
軸
に
ユ
ニ
ー
ク
な
有
機
薄
膜
太
陽
電
池
（
塗

る
太
陽
電
池
）
を
開
発
す
る
な
ど
、
有
機
エ
レ
ク

ト
ロ
ニ
ク
ス
製
品
の
開
発
に
意
欲
的
に
取
り
組
む

ハ
イ
テ
ク
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
だ
。

　
同
社
の
事
業
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
３
次
元

タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
等
へ
の
応
用
も
期
待
さ
れ
る
「
有

機
圧
電
デ
バ
イ
ス
事
業
」、
軽
く
て
フ
レ
キ
シ
ブ

ル
な
次
世
代
太
陽
電
池
と
し
て
期
待
さ
れ
る
「
有

機
太
陽
電
池
事
業
」、
革
新
的
次
世
代
デ
バ
イ
ス

の
開
発
を
目
指
す
「
繊
維
形
状
の
有
機
エ
レ
ク
ト

ロ
ニ
ク
ス
デ
バ
イ
ス
事
業
」
の
３
つ
に
大
別
さ
れ

る
。
同
社
は
そ
れ
ら
の
分
野
の
素
材
開
発
、
デ
バ

イ
ス
開
発
だ
け
で
な
く
技
術
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

も
手
掛
け
て
い
る
。

　
2
0
0
8
年
か
ら
は
、
環
境
省
の
委
託
研
究

に
よ
り
繊
維
形
状
の
有
機
太
陽
電
池
を
六
大
学

の
協
力
の
も
と
で
研
究
開

発
を
推
進
。
こ
の
研
究

に
対
し
て
、
n
a
n
o 

t
e
c
h 

2
0
0
9
国

際
ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
総

合
展
・
技
術
会
議
に
て
日

刊
工
業
新
聞
社
賞
を
受
賞

し
て
い
る
。
デ
バ
イ
ス
以

外
の
分
野
で
も
、
静
岡
大
学
の
開
発
し
た
カ
ー
ボ

ン
ナ
ノ
チ
ュ
ー
ブ
の
事
業
化
に
も
イ
デ
ア
ル
ス

タ
ー
は
関
わ
っ
て
お
り
、
大
泉
さ
ん
は
そ
の
研
究

開
発
に
携
わ
っ
て
い
る
。

　
大
学
院
で
化
学
工
学
を
専
攻
し
た
大
泉
さ
ん

は
、
流
体
力
学
、
粉
体
工
学
、
物
理
化
学
な
ど
を

幅
広
く
学
び
、
エ
ン
ジ
ニ
ア
に
な
る
た
め
の
基
礎

を
身
に
つ
け
て
い
る
。
繊
維
形
状
の
有
機
太
陽
電

池
の
開
発
を
担
当
し
た
後
、
現
在
は
カ
ー
ボ
ン
ナ

ノ
チ
ュ
ー
ブ
の
開
発
担
当
に
。「
こ
の
世
界
で
32

歳
と
い
う
の
は
若
手
に
入
る
ん
で
す
よ
」
と
屈
託

国内のイノベーションを担い
日本のものづくりを元気に

C A S E   

04仕事
図鑑

研究開発

大泉 春
は る

菜
な

さん（32 歳）
株式会社イデアルスター（仙台市）

独
自
の
ノ
ウ
ハ
ウ
と
技
術
を
活
か
し
て

幅
広
い
分
野
で
使
え
る
製
品
づ
く
り

何
ご
と
に
も
自
由
な
社
風
と

恵
ま
れ
た
職
場
環
境
が
よ
り
良
い
成
果
に

3

2

1

4

1

2

3

4

産
学
官
が
連
携
し
な
が
ら

世
界
が
注
目
す
る
新
素
材
を
研
究
開
発

多賀城市にある「みやぎ復興パー
ク」の研究施設で働く、笑顔が
チャーミングな大泉さん
イデアルスター顧問の大東弘二
先生により発見された「強誘電性
高分子単結晶状フィルム」
幅広い分野での実用化が期待さ
れる「圧電フィルム」
2012年2月、JRくりこま高原駅前
バスターミナルに有機薄膜太陽
電池を設置し、国内初の実証実
験が行われた
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手ぬぐいや法被などの古い図案見本。今見て
も斬新なものが多く、デザインを制作する際、
大いに参考にしている

もっと多くの人に染め物の良さを知っても
らいたいと考え、2011年にショールームと
しても機能する店舗スペースを開設

法被の腰柄（こしがら）となる角
字の見本帖。50 年以上前のもの
で、会社の倉庫で眠っていたも
のを探し出したそうです

株式会社永勘染工場
明治 20 年頃、初代・永野勘兵衛氏が創業。昭和 20 年
の仙台大空襲で工場を焼失したため、現在の場所に拠
点を移す。現社長・仁氏は 4 代目。昭和 60 年に仙台市
より技能功労賞を受賞するなど、その技術は高く評価さ
れ、現在はネット受注販売にも力を入れている

所在地
仙台市若林区南染師町 13
Tel  022-223-7054
Fax 022-223-9719
http://www.norenya.co.jp/
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藩
政
時
代
か
ら
歴
史
の
続
く
染
め
物
の
職
人
町
、

仙
台
市
若
林
区
南み

な
み

染そ
め

師し

町ま
ち

で
営
む
染
工
場
で
、

祖
父
と
父
の
仕
事
ぶ
り
を
幼
い
頃
か
ら
見
守
っ
て

き
た
株
式
会
社
永
勘
染
工
場
の
専
務
、
永
野
さ
ん
。

よ
く
工
場
を
遊
び
場
に
し
て
い
た
そ
う
で
、「
特

別
な
家
業
だ
と
い
う
意
識
は
ま
っ
た
く
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
職
人
と
し
て
の
祖
父
や
父
の
姿
は

誇
ら
し
か
っ
た
で
す
ね
」
と
回
想
し
ま
す
。
現
社

長
の
仁
さ
ん
が
４
代
目
、
仁
輝
さ
ん
が
継
げ
ば
５

代
目
を
数
え
、
創
業
１
２
０
年
以
上
と
い
う
老
舗

の
重
み
を
背
負
う
永
野
さ
ん
で
す
が
、「
子
ど
も

の
頃
は
、
さ
す
が
に
自
分
が
跡
を
継
ぐ
と
い
う
強

い
意
志
は
持
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
仙
台
の

街
中
で
う
ち
の
染
工
場
が
手
が
け
た
の
れ
ん
を
見

か
け
る
と
、
こ
の
仕
事
の
や
り
が
い
み
た
い
な
も

の
を
感
じ
て
い
ま
し
た
」
と
話
し
ま
す
。

　
高
校
を
卒
業
後
、
千
葉
県
に
あ
る
大
学
に
進
学

し
、
実
家
を
離
れ
て
寮
生
活
を
送
っ
た
永
野
さ
ん
。

そ
こ
で
出
会
っ
た
友
人
と
将
来
に
つ
い
て
語
り

合
っ
た
こ
と
が
、
以
後
の
仕
事
観
を
決
定
づ
け
る

タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
に
な
り
ま
し
た
。「
共
に

寮
生
活
を
し
て
い
た
、
自
分
と
同
じ
境
遇
の
友
達

と
大
学
卒
業
後
の
未
来
に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
ん

で
す
が
、
た
だ
イ
ス
に
座
っ
て
人
任
せ
に
業
務
を

こ
な
し
て
い
く
の
で
は
な
く
、
自
分
な
り
に
何
か

を
発
信
で
き
る
も
の
づ
く
り
が
で
き
な
い
か
、
と

い
う
明
確
な
意
志
が
生
ま
れ
た
ん
で
す
」。
そ
の

友
人
と
は
、
今
も
連
絡
を
取
り
合
う
仲
が
続
い
て

い
る
そ
う
で
す
。

　
家
に
戻
り
、
染
め
物
職
人
と
し
て
一
か
ら
修
行

を
ス
タ
ー
ト
。
子
ど
も
の
頃
は
や
さ
し
か
っ
た
従

業
員
の
職
人
た
ち
は
、
時
に
厳
し
く
永
野
さ
ん
を

指
導
し
ま
し
た
。「
ず
っ
と
仕
事
ぶ
り
を
見
て
き

た
つ
も
り
で
し
た
が
、
自
分
が
職
人
と
し
て
工
場

に
立
つ
と
分
か
ら
な
い
こ
と
ば
か
り
で
、
た
く

さ
ん
失
敗
も
し
ま
し
た
。
で
も
そ
れ
だ
け
に
、
一

つ
ひ
と
つ
の
作
業
の
大
切
さ
や
、
こ
の
仕
事
の
奥

深
さ
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
ね
」
と
永
野

さ
ん
。
ま
た
、
社
長
と
一
緒
に
顧
客
の
元
を
訪

ね
、
セ
ー
ル
ス
ト
ー
ク
も
習
得
。「
お
得
意
様
が

今
、
何
を
求
め
て
い
る
の
か
を
会
話
で
推
し
量
り
、

そ
の
要
望
に
応
え
る
こ
と
が
重
要
だ
と
知
り
ま
し

た
」。
職
人
と
し
て
研
鑽
を
積
み
重
ね
、
老
舗
の

看
板
を
背
負
う
経
営
者
と
し
て
学
ぶ
日
々
の
な
か

で
、
現
代
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
染
め
物
の
在
り
方

に
も
考
え
が
及
ぶ
よ
う
に
な
り
ま
す
。
そ
の
一
つ

の
答
え
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
オ
ン

ラ
イ
ン
上
で
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
暖
簾
の
受
注
販
売
で

し
た
。

　
見
積
も
り
か
ら
デ
ザ
イ
ン
提
案
、
実
制
作
、
商

品
の
発
送
ま
で
、
ほ
ぼ
対
面
す
る
こ
と
な
く
受
注

で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
構
築
。
こ
れ
に
よ
り
、
販
売

網
を
日
本
全
国
に
ま
で
広
げ
ま
し
た
。「
だ
か
ら

と
い
っ
て
熟
練
の
染
め
職
人
が
手
が
け
る
質
の
高

さ
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。
デ
ザ
イ
ン
や
素
材
な
ど
求

め
ら
れ
る
要
素
が
多
様
化
し
て
い
る
の
で
新
し
い

技
術
や
若
い
ス
タ
ッ
フ
を
採
用
し
て
い
ま
す
が
、

お
客
様
に
と
っ
て
、
本
当
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
る

も
の
づ
く
り
と
は
何
か
を
考
え
る
こ
と
が
第
一
で

す
か
ら
」
と
、
自
信
に
満
ち
あ
ふ
れ
た
笑
顔
で
そ

う
語
り
ま
す
。

　
現
在
、
小
学
１
年
生
に
な
る
息
子
さ
ん
を
も
つ

永
野
さ
ん
。
自
分
の
跡
を
継
い
で
欲
し
い
で
す
か
、

と
聞
く
と
、「
こ
れ
か
ら
成
長
し
て
い
く
な
か
で
、

自
分
が
し
た
い
と
思
え
る
職
業
を
見
つ
け
て
く
れ

れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
が
、
地
域
に
根
付
い
て
仕

事
が
で
き
る
喜
び
を
感
じ
な
が
ら
、
職
人
の
誇
り

と
新
た
な
可
能
性
の
広
が
り
を
得
ら
れ
る
こ
の

染
め
物
の
仕
事
を
、
大
人
に
な
っ
た
ら
ぜ
ひ
息
子

に
も
味
わ
っ
て
欲
し
い
と
も
思
っ
て
い
ま
す
」
と
、

目
を
細
め
て
い
ま
し
た
。

遊
び
場
だ
っ
た
染
工
場
か
ら
眺
め
た

父
や
祖
父
、
職
人
た
ち
の
働
く
背
中

代
々
の
家
業
を
受
け
継
ぎ
な
が
ら

新
た
な
も
の
づ
く
り
を
目
指
す
展
望

染
め
職
人
の
誇
り
と
喜
び
を

新
た
な
時
代
に
も
伝
え
る
た
め
に

明
治
二
十
年
か
ら
続
く
老
舗
で

伝
統
の
手
ざ
わ
り
や
色
合
い
の
魅
力
、

染
め
物
の
新
た
な
未
来
を
発
信

大学卒業後、永勘染工場の染め職人として修行
に励んだ若き日の永野さん

株
式
会
社
永
勘
染
工
場
　
染
職
人 

専
務 

永
野 

仁ま

さ

輝き

さ
ん
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渡
部
社
長
が
障
が
い
者
福
祉
に
つ
い
て
考
え
始

め
た
の
は
、
義
理
の
弟
が
交
通
事
故
に
あ
っ
た
こ

と
が
き
っ
か
け
だ
っ
た
。
重
度
の
脳
障
が
い
が
残

り
、
感
情
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
で
き
な
く
な
っ
た
。

年
老
い
た
77
歳
の
親
が
面
倒
を
み
な
く
て
は
な
ら

な
い
と
い
う
現
実
。「
い
ず
れ
義
弟
は
、
母
親
が

亡
く
な
っ
た
ら
自
分
自
身
の
力
で
食
べ
て
い
か
な

く
て
は
い
け
な
く
な
る
。
自
分
に
何
か
で
き
な
い

か
」。
そ
の
時
「
障
が
い
者
が
自
立
で
き
る
環
境

を
作
る
」
と
い
う
大
き
な
人
生
の
テ
ー
マ
が
漠
然

と
浮
か
ん
で
き
た
。

　
そ
の
後
、
た
い
焼
き
屋
を
始
め
た
時
、
運
命
的

な
2
人
目
の
障
が
い
者
に
出
会
っ
た
。
縁
あ
っ
て

発
達
障
が
い
の
青
年
を
雇
っ
た
こ
と
が
大
き
な
転

機
と
な
っ
た
。

　
青
年
の
対
応
に
は
困
っ
た
。
た
い
焼
き
を
手
づ

か
み
で
渡
そ
う
と
し
た
り
、
レ
ジ
に
立
て
ば
お
客

様
と
ト
ラ
ブ
ル
を
起
こ
す
。
最
初
は
と
て
も
働
け

る
状
態
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
。

　「
そ
ん
な
あ
る
日
、
彼
が
た
い
焼
き
を
焼
く
こ

と
に
興
味
を
持
っ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
い
た
の
で

す
。
そ
こ
で
た
い
焼
き
を
焼
く
作
業
を
任
せ
て
み

る
と
、
驚
く
こ
と
に
問
題
行
動
が
な
く
な
っ
て

い
っ
た
の
で
す
」
と
渡
部
社
長
は
そ
の
当
時
を
振

り
返
る
。

　「
適
材
適
所
」。
環
境
に
よ
っ
て
人
は
こ
れ
ほ
ど

変
化
、
成
長
す
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
感
じ
た
。

「
働
く
人
の
幸
せ
を
考
え
て
い
れ
ば
、
利
益
は
後

か
ら
つ
い
て
く
る
と
気
付
き
ま
し
た
。
価
値
観
が

1
8
0
度
変
わ
り
ま
し
た
」

　
障
が
い
者
福
祉
と
飲
食
店
と
の
融
合
と
い
う
発

想
。
渡
部
社
長
の
新
し
い
取
り
組
み
が
始
ま
っ
た
。

　
強
い
志
の
も
と
2
0
1
0
年
11
月
に
オ
ー
プ

ン
し
た「
六
丁
目
農
園
」。
周
り
の
人
か
ら
は
、「
う

ま
く
い
く
は
ず
が
無
い
」「
立
地
が
悪
い
」
と
さ

ん
ざ
ん
言
わ
れ
た
が
、
渡
部
社
長
に
は
成
功
す
る

イ
メ
ー
ジ
が
あ
っ
た
。

　
障
が
い
者
の
多
く
は
、
接
客
が
得
意
で
は
な
い
。

ビ
ュ
ッ
フ
ェ
レ
ス
ト
ラ
ン
で
あ
れ
ば
、
必
要
最
低

限
の
接
客
で
応
対
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
料
金
も

決
ま
っ
て
い
る
の
で
、
会
計
も
手
間
が
か
か
ら
な

い
。

　「
障
が
い
者
は
、
1
つ
の
こ
と
に
熱
中
し
極
め

よ
う
と
す
る
職
人
気
質
が
あ
り
ま
す
。
自
分
た
ち

の
ペ
ー
ス
で
仕
事
に
集
中
で
き
、
彼
ら
の
能
力
が

活
か
せ
る
と
思
い
ま
し
た
」

　
店
の
自
慢
は
、
石
窯
で
焼
く
本
格
ナ
ポ
リ
ピ
ザ
。

鯛
焼
き
屋
か
ら
の
つ
き
あ
い
で
あ
る
障
が
い
者
ス

タ
ッ
フ
も
い
ま
や
一
流
の
ピ
ザ
職
人
と
し
て
腕
を

ふ
る
っ
て
い
る
。
　

　
野
菜
を
切
る
と
き
は
ス
ラ
イ
サ
ー
な
ど
の
機

械
を
使
わ
ず
、
す
べ
て
手
切
り
。
大
き
さ
や
厚

さ
は
不
揃
い
に
な
る
が
、
1
つ
1
つ
手
間
暇
か
け

て
作
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
口
コ
ミ
で
広
が
り
、

今
で
は
、毎
日
予
約
で
一
杯
の
状
況
に
な
っ
て
い
る
。

　「
障
が
い
者
は
自
分
に
価
値
が
無
い
と
思
っ
て

い
る
人
が
多
い
。
だ
か
ら
、
お
客
様
か
ら
喜
ば
れ

た
り
、
従
業
員
か
ら
必
要
と
さ
れ
た
り
す
る
と
、

ぐ
ー
っ
と
伸
び
る
ん
で
す
」

　
事
業
と
し
て
き
ち
ん
と
収
益
を
上
げ
て
い
る
か

ら
こ
そ
、
業
界
平
均
支
給
額
を
大
き
く
上
回
る
給

料
を
ス
タ
ッ
フ
に
支
給
で
き
て
い
る
と
い
う
。
障

が
い
者
に
、
納
税
者
に
な
っ
て
も
ら
う
と
い
う
ビ

ジ
ョ
ン
が
達
成
さ
れ
つ
つ
あ
る
。

　
東
日
本
大
震
災
当
日
は
津
波
が
１
メ
ー
ト
ル
ま

で
迫
っ
た
。
入
居
し
て
い
る
ビ
ル
の
自
家
発
電
が

稼
働
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
多
く
の
人
が
避
難
し

て
き
た
。「
六
丁
目
農
園
」
は
通
常
営
業
こ
そ
で

き
な
か
っ
た
も
の
の
、
お
に
ぎ
り
や
軽
食
を
作
り
、

被
災
し
た
方
々
に
提
供
し
た
。
障
が
い
の
あ
る
ス

タ
ッ
フ
も
一
生
懸
命
働
い
た
。
よ
う
や
く
営
業
を

再
開
で
き
た
の
は
、
1
カ
月
後
だ
っ
た
。

　「
人
の
役
に
立
つ
」
と
い
う
こ
と
は
、
障
が
い

の
有
無
に
関
係
な
く
、
人
の
喜
び
や
自
信
に
繋
が

る
。
誰
か
の
役
に
立
つ
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
自

信
を
身
に
付
け
る
き
っ
か
け
に
な
る
。「
生
か
さ

れ
て
い
る
な
、
と
感
謝
し
ま
し
た
ね
。
そ
し
て
生

か
さ
れ
た
者
の
責
任
が
あ
る
は
ず
だ
と
強
く
感
じ

ま
し
た
」

　
渡
部
社
長
は
レ
ス
ト
ラ
ン
と
い
う
形
だ
け
で
な

く
、
広
く
障
が
い
者
福
祉
事
業
を
展
開
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。
現
在
、
福
祉
事
業
の
コ
ン

サ
ル
テ
ィ
ン
グ
・
講
演
な
ど
の
仕
事
が
増
え
て
き

て
い
る
と
い
う
。

　「
自
分
の
理
念
を
信
じ
て
や
り
続
け
る
と
道
が

拓
け
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
人
の
可
能
性
を
信
じ
て

頑
張
っ
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
」

2
人
の
障
が
い
者
と
の
出
会
い

人
生
の
テ
ー
マ
が
見
つ
か
る
転
機
に

生
か
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
感
謝
し
て

新
し
い
福
祉
事
業
に
携
わ
り
た
い

お店の前では新鮮な野菜の販売
も。常にお客さんが集っている

約 50~60 種類のメニューには家庭料理が多く、
「○○さん家のごぼう炒め」などユニークなものも

緑と陽光があふれる店内。清潔感溢れる店内にはお
客さんの笑顔が輝いている

丁寧で質の高い
料理の評判は口コ
ミで広がっていて、
オープンと同時に
満席となる

食を中心に 5 拠点で事業を展開
し、障がい者雇用に力を注いでき
た企業。震災後、より厳しい雇用
環境にある被災地の障がい者に対
し、就労機会の提供を目指す

所在地
仙台市若林区六丁目字南 97-3e
環境仙台ビル 1F
Tel 022-390-1101
Fax 022-390-1102

株式会社アップルファーム

障
が
い
者
が
楽
し
く
働
く
こ
と
が
で
き
る
職
場

そ
ん
な
想
い
か
ら
で
き
た
ビュッ
フ
ェ
レ
ス
ト
ラ
ン
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株式会社アップルファーム
代表取締役

渡部 哲
て つ

也
や

さん

プロフィール
1968年宮城県多賀城市生まれ。1988
年東北学院高校を卒業し、2000年に
ミルナーカレッジオーストリア卒業。
2011年より、株式会社アップルファーム
設立。現在に至る

障がい者が楽しく働くことができる職場を作りたい、という想いが伝わって
くる「六丁目農園」。大切な仲間とともに、やり甲斐とプライドを持って働け
る環境がここにある

障
が
い
者
が
成
長
す
る
こ
と
に
よ
り
、
真
っ
赤
な
り
ん
ご
に
実
る
。

そ
し
て
、
何
本
に
も
な
っ
て
農
園
に
な
る
よ
う
に
と
い
う

想
い
を
込
め
て
つ
け
た
「
ア
ッ
プ
ル
フ
ァ
ー
ム
」。

今
、
た
く
さ
ん
の
真
っ
赤
な
り
ん
ご
が
実
り
は
じ
め
て
い
る
。

　
店
内
に
置
か
れ
た
水
耕
栽
培
プ
ラ
ン
タ
ー
、
そ

し
て
彩
り
も
鮮
や
か
に
並
ぶ
60
種
も
の
手
作
り
惣

菜
。
連
日
大
盛
況
を
見
せ
る
自
然
派
ビ
ュ
ッ
フ
ェ

レ
ス
ト
ラ
ン
「
六
丁
目
農
園
」
1
号
店
だ
。「
障

が
い
者
が
再
び
自
立
を
実
現
す
る
、
自
分
の
仕
事

は
ま
さ
に
〝
再
生
〟
ビ
ジ
ネ
ス
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
」
と
株
式
会
社
ア
ッ
プ
ル
フ
ァ
ー
ム
の
渡
部
哲

也
社
長
は
語
る
。

　
総
勢
40
名
の
ス
タ
ッ
フ
の
大
半
を
障
が
い
者
が

占
め
、
調
理
、
盛
り
付
け
、
配
膳
に
生
き
生
き
と

働
く
。
新
鮮
野
菜
の
滋
味
と
手
間
隙
か
け
た
料
理

の
味
が
口
コ
ミ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
広

が
り
、「
今
最
も
予
約
を
と
り
に
く
い
レ
ス
ト
ラ

ン
の
1
つ
」
と
い
わ
れ
て
い
る
。



知
能
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
工
学
科
5
年
生

篠
田
伊
吹
さ
ん

太陽光発電に興味
世界中の人を救いたい

　小さいころから太陽光発電に興味を
持っていました。広く実用化するために
は、まだまだ変換効率を上げていく必
要があることを知っていましたが、最終
的に代替エネルギーとして実現できたら
いいなと漠然と思っていました。
　研究室は「光」について研究する那
須研究室に所属しています。光を波とし
てとらえる波動光学、光線としてとらえる
幾何光学など、光学について多角的に
学んでいるところです。
　将来は研究職に就きたいと思っていま
す。技術力や知識があることを知っても
らうためにも、危険物取扱者・電気工
事士・電子機器組立技能士などの資格
も取っています。情報系の資格にもこれ
から挑戦したいと思っています。
　太陽光発電は人類のこれからにとっ
て必要な技術です。実用に耐えうるレベ
ルを実現して、世界中の人の役に立てた
らいいなと思っています。

非接触の計測システムを研究
気象を調べる計測機器を作れたら

　機械システム工学科で流体力学などを
勉強してきました。現在は、計測を行う
高橋研究室に所属しています。
　レーザ超音波や空気超音波を用いた
非接触計測システムの構築、新しい超
音波法による高温モニタリングシステムの
開発を行っています。非接触計測システ
ムは、例えば、ものすごく熱くて触れない
ものや放射線が飛び交うところで対象物
の温度を測るのに有効なものです。機器
はメーカーに発注し、我 は々機器により
取得されたデータを実際の値に換算する
研究などを行っています。
　将来的には、天気予報の機材などを
開発する企業などに就職したいなと思っ
ています。パラボラアンテナで上空に電
波を発信し、大気による反射波を受信す
ることで、上空の風を観測する「境界層
レーダー」などの天気予報の機材を開
発するのも面白いなと思っています。

高専ロボコンで技術力を身につけ
将来すごいマシーンを開発したい！

　全国の高専の学生が、毎年異なる
競技課題に対し、アイデアを出し合っ
てロボットを作って競う「高専ロボコン」
というコンテストがあるのですが、小学
校５・６年のころにその存在を知って「自
分もすごい機械を作ってみたい」と思う
ようになりました。高専に入学してすぐ
にメカトロニクス研究部会に入り、1年
生の時から「高専ロボコン」に参加し
ています。
　仙台高専の先輩たちにはすごい歴
史があり、第 24 回高専ロボコンでロ
ボコン大賞と優勝の二冠を達成してい
ます。実習で使える工場があるので、
旋盤などの工作機器を使って自分の頭
で考え、自分の手でロボットを作ること
ができるので、とても楽しいですね。
　将来は機械の生産エンジニア系の
職に就きたいと思っています。マシーン
を作るための知識・技術はもちろん、
情報系や電気系の知識も身につけて
いきたいと思っています。
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機
械
シ
ス
テ
ム
工
学
科
3
年
生

永
沼
礼
也
さ
ん

生
産
シ
ス
テ
ム
デ
ザ
イ
ン
工
学
専
攻
１
年
生

阿
部
将
典
さ
ん

医学との融合分野で活躍できる
工学者になりたい

　実際に動くものを作ってみたいと思い、
電子工学を選びました。昔から電子回
路が好きでしたが、最近では電子回路
を構成している半導体を突き詰めていき
たいと思うようになりました。
　半導体は、携帯やスマートフォンなど
の情報機器には必ず使われています。情
報社会の基盤を担うものだと思います。
　個人的には、工学と農学、工学と医
学というような融合分野に興味があります。
　祖父がペースメーカーを装着して苦労
しているのを見ているので、半導体で高
性能なペースメーカーを開発したいという
思いがあります。また例えば人体にAED
を組み込んで、半導体で日々 のデータを
管理して治療に活かすというアイデアもあ
ります。
　今後は大学院に進学して、さらに深く
学び、医療系との融合的な分野で活躍
できる工学者になりたいと思っています。

仙台高等専門学校
内田 龍男 校長
　資源の乏しいわが国を「科学技術創造立国」にす
るために、その一翼を担うのが「高専」です。
　高専は 50 年前にできた世界でもユニークな制度
です。5年間で基礎から専門まで体系的に学んでも
らい、実践力のある技術者として世に輩出しています。
　県内企業への就職も多く、30パーセント以上が地
元に就職しています。自治体に就職する人もいて、地
元への貢献も大きいと思います。また、東北大学などでも我が校の卒業生の技術力・研
究力・実践力が注目されており、ぜひ大学院に研究者として来て欲しいと「高専特別枠」
を作っていただいています。
　今後、ものづくりは開発途上国に移っていきます。日本はひと味もふた味も違うもの
を作りだしていくことが必要です。新しい機能をどのように付加していくかなど、新しい
発想力・企画力が問われると思います。
　10年 20 年先を見据えた高専のあり方を模索していきたいと考えています。

仙台高等専門学校から
ものづくりの未来に向けて
新しい発想でものづくりを考えられる人材の養成へ
　仙台高等専門学校は5年前に2つの高専が統合されて設立されたスーパー高
専です。高専設立当初は中堅技術者の養成を目的としていましたが、高度化した
社会の期待に応えるために、かなり以前から幅広い場で活躍する高度な実践的・
創造的技術者の養成に方向転換しています。現在、２工学系７学科・専攻科２専
攻及び３センターから構成されており、高度に複合化した産業界で技術開発の中
核を担う、国際的に通用する人間性豊かな人材の育成を目指しています。
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準学士課程
（５年間）

生産システム
デザイン工学系
（名取キャンパス）

情報電子
システム工学系
（広瀬キャンパス）

生産システムデザイン工学専攻 情報電子システム工学専攻

機械
システム
工学科

電気
システム
工学科

マテリアル
環境
工学科

建築
デザイン
学科

知能
エレクトロ
ニクス
工学科

情報
システム
工学科

情報
ネットワーク
工学科

専攻科課程
（２年間）

総合科学系（一般科目・各学科共通科目）

情
報
電
子
シ
ス
テ
ム
工
学
専
攻
2
年
生

及
川
勝
貴
さ
ん
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夏
の
青
葉
山
で
新
た
な
興
味
を
開
拓

東
北
大
学
工
学
部
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
開
催

知
的
好
奇
心
が
も
た
ら
す
心
豊
か
な
社
会
を
目
指
す

サ
イ
エ
ン
ス
デ
イ
A
W
A
R
D 

2
0
1
4

　
7
月
30
日
・
31
日
、東
北
大
学

工
学
部
・
工
学
研
究
科
で
オ
ー
プ

ン
キ
ャ
ン
パ
ス
が
開
か
れ
、朝
早

く
か
ら
多
く
の
参
加
者
で
賑
わ

い
を
見
せ
て
い
た
。当
日
は
各
学

科
の
学
生
た
ち
に
よ
る
研
究
に
関

す
る
展
示
に
加
え
、講
演
会
や
入

試
に
関
す
る
説
明
会
な
ど
が
行

わ
れ
た
。

　
参
加
型
の
体
験
企
画
や
実
物

展
示
も
充
実
。
機
械
知
能
・
航

空
工
学
科
で
は
摩
擦
を
利
用
し

て
モ
ー
タ
ー
を
動
か
す
電
動
車

い
す
に
乗
る
こ
と
が
で
き
、
試

乗
し
た
参
加
者
か
ら
は
「
楽
し

い
」「
動
か
し
や
す
い
」
と
い
っ

た
率
直
な
感
想
が
聞
か
れ
た
ほ

か
、「
こ
ん
な
も
の
も
つ
く
れ
る

な
ん
て
す
ご
い
」
と
目
を
輝
か

せ
て
い
た
。

　
「
最
初
に
興
味
を
持
つ
こ
と
が

大
事
。こ
れ
を
き
っ
か
け
に
多
く

の
人
に
機
械
工
学
と
い
う
も
の
に

興
味
を
も
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
、

展
示
ス
ペ
ー
ス
で
案
内
を
担
当

し
て
い
た
学
生
は
語
っ
た
。

　『
学
都「
仙
台
・
宮
城
」サ
イ
エ

ン
ス
・
デ
イ
』で
は
、出
展
者
・
来

場
者
が「
よ
い
」と
思
っ
た
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
、そ
れ
ぞ
れ
自
分
の
賞
を

つ
く
る
こ
と
で
表
彰
す
る
取
組
み

「
サ
イ
エ
ン
ス
デ
イ
A
W
A
R
D
」

を
実
施
。
計
47
の
大
学
・
研
究

所
・
企
業
・
行
政
・
学
校
な
ど
が

賞
を
創
設
し
、7
月
25
日
に
は
、

東
北
大
学
で
表
彰
式
・
交
流
パ
ー

テ
ィ
ー
が
開
催
さ
れ
た
。

　
宮
城
県
経
済
商
工
観
光
部
が

設
立
し
た
「
み
や
ぎ
の
未
来
を

担
う
で
賞
」
は
仙
台
市
立
広
瀬

中
学
校
科
学
部
の
「
空
気
を
使
っ

て
実
験
し
て
み
よ
う
」
が
受
賞
。

ホ
バ
ー
ク
ラ
フ
ト
づ
く
り
な
ど
未

来
の
も
の
づ
く
り
を
考
え
る
場
を

提
供
し
た
こ
と
が
評
価
さ
れ
た
。

受入事業所

２日間の実習プログラム

参加者の声

8月7日（木） 8月8日（金）

東北文化学園大学 3 年
齋藤可那さん

宮城県中小企業団体中央会のインターンシップ

こんな形で実践されています！

株式会社 サイコー

宮城県中小企業団体中央会は、県内の中小企業をサポートために、学生の中小企業理解の促進、新規大卒者と中小企業とのマッチング、
若手社員の定着率向上を大学と連携してサポートする人材確保・定着支援事業に取り組んでいます。

その一環として、大学生の夏季インターンシップを行っており、将来への気づきの場としてもらうとともに、
企業にとってはインターンシップ実習生を受け入れることで社員を育てる方法を考える機会とすることを目的としています。

地域のお付き合いを大切にする企業としてインターン
シップの受入も行っています。古紙を回収したり、資
源化センターで選別作業をしてもらったりしながら、
仕事のやりがいや楽しさを実感してもらっています。

地域の人と人とのつながりを大切さにされてい
ることを身に染みて感じました。取引先の方も
優しく接してくれてましたが、やはりサイコー
さんが取引先の方と良い関係を築いているから
こその優しさだと思います。私も関わってくれ
ている方々への感謝の気持ちや、つながりを大
切にしていこうと思います。

東北文化学園大学 3 年
大瀧麻衣さん

多くの作業に携わることができ、自分の選別し
たビン、缶、ペットボトルや発泡スチロールが
製品化されるかと思うとすごくうれしかったで
す。インターンシップを通して現場の様子、社
会のしくみの一端を知ることができ、有意義で
した。仕事を通して社会人として成長できたら
いいなと思いました。

オリエンテーション
自己紹介
会社概要説明
仙台港資源化センター見学
仙台中央資源化センター見学

各部門で現場実習
（営業、廃棄物回収、資源物回収、
資源化センター、ドライバー助手）

振り返り・共有
フリーディスカッション

総合リサイクル企業
株式会社 サイコー

○古紙回収・集団資源回収・卸売
○機密文書処理
○古紙リサイクルポイントシステム
○産業廃棄物収集運搬・処分
○一般廃棄物収集運搬・処分（事業系・家庭系）
○廃棄物管理コンサルティング 

本社 〒983-0828 仙台市宮城野区岩切分台 1-8-4
 Tel  022-255-3150
 Fax 022-255-9955

お問合せ

宮城県中小企業団体中央会  〒980-0011 仙台市青葉区上杉 1-14-2  宮城県商工振興センター 1F    Tel 022-222-5560 （ 代 ）  Fax 022-222-5557

広告

カップめんの容器を使ったホ
バークラフトづくりなどの体験
の場を提供

福島原発でも活躍したレスキュー
ロボの説明に聞き入る高校生

無人探査機の模型の説明
に聞き入る高校生

角田宇宙センターから持ち
込まれたALFLEXの実機
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「
日
本
が
誇
る
マ
テ
リ
ア
ル
の

世
界
～
材
料
フ
ェ
ス
タ
i
n 

仙

台
」（
主
催
／
産
業
技
術
総
合
研

究
所
、
東
北
大
学
、
物
質
・
材
料

研
究
機
構
）
が
、
7
月
28
日
・
29

日
に
仙
台
国
際
セ
ン
タ
ー
で
開

か
れ
た
。
物
質
・
材
料
研
究
機
構

の
潮
田
資
勝
理
事
長
は
「
材
料

と
は
必
ず
し
も
目
に
見
え
る
も

の
で
は
な
い
が
、日
本
の
技
術
の

根
底
を
支
え
る
も
の
と
し
て
非

常
に
重
要
で
あ
る
。こ
れ
を
き
っ

か
け
に
次
の
世
代
の
若
い
人
た

ち
に
材
料
を
つ
く
る
・
研
究
す
る

こ
と
の
面
白
さ
を
知
っ
て
も
ら
い
、

将
来
の
材
料
技
術
の
発
展
に
つ

な
げ
て
い
き
た
い
」
と
、
開
会
の

言
葉
を
述
べ
た
。

　
2
日
間
に
わ
た
る
プ
ロ
グ
ラ

ム
で
は
素
材
の
開
発
企
業
か
ら

招
い
た
講
師
に
よ
る
講
演
会
や

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
が
行
わ
れ
た

ほ
か
、製
造
に
か
か
わ
る
様
々
な

分
野
の
企
業
が
集
結
し
た
企
業

展
示
が
行
わ
れ
、参
加
者
か
ら
は

「
材
料
づ
く
り
の
奥
深
さ
を
感
じ

た
」
な
ど
の
声
が
あ
が
っ
た
。
ま

た
学
生
に
よ
る
ポ
ス
タ
ー
も
多

数
展
示
さ
れ
て
お
り
、「
同
じ
く

ら
い
の
年
代
の
人
た
ち
が
こ
う
い

う
研
究
を
し
て
い
る
の
か
と
思
う

と
と
て
も
興
味
深
い
」と
い
っ
た

声
も
聞
か
れ
た
。

切
磋
琢
磨
の
中
で
技
術
力
を
向
上

高
校
生
も
の
づ
く
り
コ
ン
テ
ス
ト
2
0
1
4

東
北
大
会
兼
全
国
大
会
予
選
会
開
催

次
世
代
の
若
い
人
た
ち
に
材
料
を
つ
く
る
面
白
さ
を

「
材
料
フ
ェ
ス
タ
in 

仙
台
」
開
催

「
住
友
商
事 

東
日
本
再
生
ユ
ー
ス
チ
ャ
レ
ン
ジ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
奨
励
プ
ロ
グ
ラ
ム
入
校
式
開
催

　
全
国
の
高
校
生
が
一
堂
に
会
し

て
技
術
・
技
能
を
競
い
合
う
高

校
生
も
の
づ
く
り
コ
ン
テ
ス
ト
は
、

公
益
社
団
法
人
全
国
工
業
高
等

学
校
長
協
会
が
主
催
し
全
国
9

ブ
ロ
ッ
ク
の
持
ち
回
り
で
開
催

さ
れ
る
。
今
年
は
東
北
ブ
ロ
ッ
ク

に
お
い
て
、
11
月
15
日
・
16
日
に
、

旋
盤
作
業
、 

自
動
車
整
備
、
電

気
工
事
、電
子
回
路
組
立
、
化
学

分
析
、木
材
加
工
、測
量
の
7
部

門
が
実
施
さ
れ
る
。

　
そ
の
東
北
大
会
兼
全
国
大
会

予
選
会
が
6
月
27
日
～
8
月
30

日
の
期
間
で
開
催
さ
れ
た
。

　
7
月
30
日
、
31
日
に
山
形
職

業
訓
練
支
援
セ
ン
タ
ー
で
行
わ

れ
た
電
気
工
事
部
門
で
は
、
各

県
か
ら
計
7
名
の
参
加
が
あ
り
、

配
線
工
事
を
1
5
0
分
の
競
技

時
間
内
に
行
っ
た
。
出
来
映
え
、

操
作
、接
続
、作
業
態
度
な
ど
を

審
査
し
て
、順
位
を
決
定
し
た
。

　
宮
城
県
か
ら
は
宮
城
県
石
巻

工
業
高
校
の
電
気
情
報
科
3
年

の
今
野
翔
太
さ
ん
が
参
加
。
参

加
者
か
ら
は
「
先
生
や
先
輩
か

ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
い
な
が

ら
練
習
を
し
て
き
た
」「
効
率
よ

く
作
業
を
進
め
る
た
め
に
道
具

を
工
夫
し
た
り
、手
順
を
吟
味
し

た
」と
い
う
声
が
あ
っ
た
。

　
優
勝
者
は
、
青
森
県
立
十
和

田
工
業
高
校
電
気
科
3
年
・
佐

藤
大
輝
さ
ん
。「
昨
年
は
先
輩
が

全
国
大
会
3
位
。
そ
れ
よ
り
も

上
位
を
狙
い
た
い
」と
全
国
大
会

へ
の
意
気
込
み
を
語
っ
た
。

　
住
友
商
事
株
式
会
社
が
取
り

組
ん
で
い
る「
東
日
本
再
生
ユ
ー

ス
チ
ャ
レ
ン
ジ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
奨
励
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
入
校
式
が
、
6
月
29
日
、

仙
台
市
市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
。

　
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、東
日
本

大
震
災
の
被
災
地
の
地
域
再
生

と
、被
災
者
の
生
活
再
建
を
願
い
、

そ
の
再
生
過
程
に
参
加
す
る
ユ
ー

ス
を
応
援
す
る
も
の
。

　
2
0
1
3
年
度
は
宮
城
・

福
島
の
2
県
で
開
催
し
た
が
、

2
0
1
4
年
度
は
、
宮
城
・
福

島
・
岩
手
の
3
県
合
同
で
の
入
校

式
と
な
っ
た
。 

　
今
年
度
は
18
人
の
イ
ン
タ
ー

ン
が
、
13
の
N
P
O
法
人
の
活
動

に
取
り
組
む
。
入
校
式
に
は
イ

ン
タ
ー
ン
の
ほ
か
、受
け
入
れ
団

体
・
現
地
運
営
協
力
団
体
の
関
係

者
、O
B
な
ど
60
人
以
上
が
参
加

し
た
。

　
同
社
環
境
・
C
S
R
部
長
の
奥

谷
直
也
氏
は
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に

深
く
関
わ
り
、社
会
人
の
一
員
と

し
て
責
任
と
自
覚
を
持
ち
、主
体

的
に
活
動
し
て
ほ
し
い
。社
会
に

参
画
す
る
こ
と
の
意
義
を
実
感

し
て
く
だ
さ
い
」と
、開
会
の
あ

い
さ
つ
を
述
べ
た
。

　
続
い
て
、イ
ン
タ
ー
ン
の
自
己

紹
介
が
あ
り
、「
地
域
の
た
め
に

貢
献
で
き
る
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
て
い
き
た
い
」「
自
分
の
可
能

性
を
広
げ
、成
長
し
た
い
」な
ど

抱
負
を
語
っ
た
。

　
受
け
入
れ
団
体
や
O
B
イ
ン

タ
ー
ン
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
後
、

今
後
の
活
動
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ

い
て
、打
ち
合
わ
せ
が
行
わ
れ
た
。

イ
ン
タ
ー
ン
は
7
月
か
ら
9
カ
月

間
、活
動
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

真剣なまなざしで作業をつづける参加者

上位３名の表彰が行われた。優勝者は全国
大会へ出場する

全国大会は11月15日・16日（旋盤作
業は14日・15日・16日）に開催される

仙台国際センターで行
われた「材料フェスタ
in 仙台」

開会のあいさつでメッセージを贈る
奥谷直也氏

インターン一人ひとりの自己紹介

交流を深め、受け入れ団体との打
ち合わせもスムーズ

参加者全員で記念撮影

学生展示（ポスタープレゼンテーション）では、高校生・
高専生・大学生の研究成果を発表。若者たちの情熱・夢
を多くの方 に々聞いていただいた



生徒にはそれぞれ癖があるので、個性を活かした教
え方をしたいと思っています。一生懸命やってくれ
るので、その想いに応えて、ものづくりの楽しさを伝
えたいですね。民間企業ならではの実践的なことな
どを教えられると思っています。
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この印刷物は、
輸送マイレージ低減によるCO2削減や
地産地消に着目し、国産米ぬか油を使用した
新しい環境配慮型インキ「ライスインキ」で印刷し、
印刷用の紙へリサイクルできます。

P-Z10064
この印刷製品は、環境に配慮した
資材と工場で製造されています。 本冊子は10,000部作成し1部あたりの印刷単価は68円です。

発行＝宮城県（産業人材対策課）
編集＝ハリウ コミュニケーションズ株式会社

ものづくりマイスターとは…

「先生の背中を見て、
 ものづくりの基本を一から学びました。」

次世代に「技のバトン」！
21世紀型の人材育成に

「ものづくりマイスター制度」の活用
若者のものづくり離れ、技術離れが見られる中、技能労働者の地位
の向上を図り、若者が進んで技能者を目指す環境を整備するために、
高度な技能・技術を持つ「ものづくりマイスター」を派遣する制度。
企業・業界団体、教育現場の声を採り入れながら、広く若年技能者
への技能・技術指導を行います。

ものづくりマイスターは高度な技能・技術を有し、その維持・継承や人
材育成等の活動ができる熟練技能者で厚生労働省が認定しています。

■派遣対象

■指導分野
■指導期間

■指導内容

■費用等

■申込み

宮城県内の中小企業（製造業、建設業）
教育訓練機関（工業高校、職業訓練校等）

製造、建設職種など112分野に対応

●中小企業：1人年間最大20回まで
●教育訓練機関：1人年間最大10回まで
1回の指導時間は3時間までとなります。

技能競技大会の課題または技能検定の実技
課題等を活用した実技指導

ものづくりマイスターに対する謝金、旅費、
材料費［上限 2,160 円／人（税込）］は宮城
県技能振興コーナーが負担します。

随時（当コーナーまでご相談ください）

宮城県石巻工業高等学校
建築部（機械制御科 3年）

佐藤涼さん
実技指導概要
日　程／10日間
場　所／高校内の実習場
受講者／８名
内　容／ものづくりコンテストに向けた実技指導
指導者／ものづくりマイスター（建築大工）1名

宮城県技能振興コーナー（宮城県職業能力開発協会内）
〒981-0916　仙台市青葉区青葉町16番1号
Tel 022-727-5380   Fax 022-727-5381

厚生労働省委託　若年技能者人材育成支援等事業 広告事業主・教育機関等の皆様へ

たくさんの受講者の喜びの声が届いています。

建築大工職種

マイスターの方に、運棒の仕方か
ら、クレーターの処理、アーク長
にいたるまで、技術を丁寧に教え
ていただくと同時に、溶接の世界
の幅広さを教えてもらい、もっと
溶接を極めたいと思えるようにな
りました。癖がなかなか直らず、
大会でも出てしまったのが残念で
すが、課題を通して様々なノウハウを学ぶことができ、大会でも上位
の成績を収めることができました。今後は、教えていただいた技術を
後輩に伝えて行きたいと思います。

「溶接の深さと魅力を学び、
 極めたいと思うことができました。」

宮城県工業高等学校
機械科 3年
山田敦也さん

実技指導概要
日　程／3日間
場　所／高校内の実習場
受講者／7名
内　容／溶接競技大会に向けた実技指導
指導者／ものづくりマイスター（電気溶接）1名

電気溶接職種

お問い合わせ・申込みは

学び
の環境

づくりから未来の人材育成へ

ものづくりの基礎を身体で学んでもらおうと、道具
の手入れからきっちり教えました。競技会では「上
には上がいる」ということを知ってもらいたいです
ね。「自分の努力がまだまだ足りない」と知ることが、
将来の仕事においても役立つと思います。

建築部の活動の一環として取り組
んだものづくりコンテストに向け、
のこぎり、墨付け、かんな、作業手
順、道具整理まで、すべて教えて
いただいて感謝しています。松浦
先生は昔ながらの人で、「オレの背
中を見て覚えろ」という教え方で
した。動きにムダがないですし、ス
ピード・精度とも別次元でしたが、なんとか真似したいと頑張りました。も
のづくりの３要素「図面を起こす」「測定する」「加工する」の基礎を教えて
いただいたので、専門の機械科でも活かしていければと思っています。

ものづくり産業広報誌

2014.09 02Vol.
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        仕事図鑑

高度電子
業界

株式会社アップルファーム

渡部 哲也さん

株式会社永勘染工場 

永野 仁輝さん

ものづくりにかける4人

わたしのホンネ

わたしの新人時代

仙台高等専門学校のみなさん

あすを拓く

特集

松浦建業　松浦敏昭先生マイスターの声 マイスターの声 東北発電工業株式会社　利府製作工場 副工場長   遠藤保夫先生


